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Abstract: The turtle (kame) is of great importance in East Asian culture and it is seen as a 
supernatural creature. In Japanese literature, we can find examples of the turtle in works dating 
back to the Nara period, such as Tangokuni fudoki and Nihonshoki. Just like the crane, the turtle 
is a symbol of longevity. However from the Kamakura period a new and unique interpretation of 
the turtle as the 'singing/crying turtle' makes its appearance. Of this topos, known as kame naku, 
we can find only very few examples in literature until the Meiji era and the most known are the 
gg anthologies Shinsen waka /OKu/O and Fuboku wakasho, and Kyokutei Bakin's gocollection 
Haikai saijiki shiorigusa. However, from the beginning of the modern age, kame naku has been 
used by many poets as a kigo connected to spring and its frequency has hugely increased. After 
the war, it began to appear not only in poetry but also in novels and essays. The best known 
examples of this being Mishima Yukio's short novel Chasei, Uchida Hyakken's essay Kame naku 
Ya, Kawakarmi Hiromi's work Oboreru. Using kame nakuas a keyword, inthis paper we will analyze 
the attitudes and approaches of modern and contemporary poets and novelists toward the topoS. 
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要旨 : 遠い 昔 か ら 、 東 アデ ジア 文 化 疾 に お いて 「 亀 」 は 重要 な 位置 を 占め て お り 、 神秘 的 な 存在 と 
し て 認識 され て いる 。 日 本 で も 、 亀 は 古代 の 文献 に 登場 し 、 鶴 と 共に 「 長 寿 」 の 象徴 で や る 。 し か 
し 、 鎌倉 時 代 か ら 新しく 特異 な 亀 の 姿 が 見 られ る よう に な る 。 それ は 「 亀 鳴く 」 で ある 。 この 主題 
は 鎌倉 時 代 中 期 に 成立 し た 『 新 撰 和歌 六 帖 』 に 現れ 、 そ の 次 に 藤原 長 清 に 編 ま れ た 『 夫 木 和歌 


抄 』 や 曲 享 馬 琴 に よる 季語 集 『 俳 譜 歳 時 記 葉 草 』 に も 登場 する が 、 明 


治 


寺 代 まで は 文学 に お ける 


例 が 非常 に 少な い 。 だ が 、 近代 で は 多数 の 俳人 に 春の 季語 と し て 使用 さき され 、 そ の 頻度 も 増し て 行 
く 。 また 戦後 に は 、 この 主題 は 韻文 の 世界 の みな らぶ 小説 や 随筆 に も 現れ る よう に な り 、 三島 由 


紀夫 『 中 世 』、 内 田 百 開 『 亀 鳴く や 』 、 川上 弘美 i 員 レ る 』 は その 具体 的 な 例 で ある 。 本 論 で は 


キー ワー ド : 季語 、 幻想 文学 、 亀 、 日 本 の 近 現 代 文 学 . 


は じ め に 
1.1 日 本 文学 に お ける 「 亀 」 


yl 
亀 鳴く 」 を キー ワー ド に し な が ら 、 こ の 主題 に 対す る 近 現 代 の 文学 者 の 態度 や 感覚 を 考 祭 する 。 


遠い 昔 か ら 、 東 アジ ア 文 化 圏 に お いて 「 亀 」 は 重要 な 位置 に 置か れ て お 
り 、 神 秘 的 な 存在 と し て 認識 され て いる 。 古代 の 中 国 で は 、 霊 獣 四 神 の 


ー つ と し て 玄武 が あり 、 北 方 を 守護 する と され た 


[【 


に 、「 鈴 」 と 共に 
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寿 」 や 「 命 」 の 象徴 と な っ て いる '!。 ま た 、 
議 式 で ある 「 亀 下 」【 
に 対す る ビジ ョ ン は ! 


れ 、 占 い の 

こう いっ 
く 。 日 本 の 
知ら れ た 登 


時 代 に 神 亀 や 宝亀 な どの 年 


用 いら れ て 


説話 集 や 散文 な ど 、 
果たし て きた 。 具体 的 な 
また た 。 

色 の 亀 が 美人 に 変身 し 滑 
これ が 現在 世界 的 に も 知ら れ た 「 浦 島 太 郎 」 の 伝説 に 発展 


役割 


成立 ) の 


藤 : 


り 、 


た 亀 


場 人 物 だ が 、 


た 


事 が 解る 。 


歌 が ある 3 


異 記 』 
を 月 


命 


人 金 


有名 な 
「 老 婦 茶 


色 


卓 , 


され た 


話 


色 


還 


武 


な る 。 


『 日 


== 


民間 伝承 に は 


時 代 の 流れ の 
列 を 挙げ る と 、 
後 国 
底 【 


、 亀 と 人 
それ に 
号 が ある 


この 様 に 


こそ 


間 の 衝 


の 


国 か ら 日 


の で 、 


は 


[「 寺 


書 紀 』 
(810 年 頃 成立 ) や 
罰 け て も ら う 話 が ある 。 更 


i 島 子 を 海 


『 今 革 物 


ー 


上 記 』 


出 


5 
k= 


邊 集 』 
『 宇 治 拾 


= 


( 


ーー 


立 ) の 第 164 話 は 、 大 金 で 買い 』 
を 取り 戻し て や る 話 で ある 。 
王朝 時 代 に 限ら ちず 、 文 学 に お け 
御伽 草子 『 浦 島 太 郎 』 の 他 、? 
242 年 ) の よう な 怪談 集 に 


J 


を テー マ に し た 作品 は 明治 
の 妖怪 現象 を は じ め ?、 
深い 興味 を 示し 、 そ れ を 扱っ た 作家 の 


小路 実篤 や 川端 康成 な ども 数 えら れる 6。 


る 


区 っ て 有川 


戦前 の 文学 


電 


旬 は ! 


2 
国 か らき た 亀 が 加わ る と いえ よ う 。 奈良 
この 時 代 に 既に 亀 は 瑞 祥 と し て 
は 日 本 文学 の 夜明け 以来 、 歌 集 、 
で 様々 な ジャ ン ル に 登場 し 、 重 要 な 
MM 


物語 
に 放し て や っ た 人 


戸 時 代 に 
も 亀 を 巡っ た 物語 
ee ie 
は と 姫 と 浦島 太 


神々 と 通じ る 存在 と し て 見 ら 
I され た 2。 

に も 伝わり 、 
が あり 、 


定着 し て い 
昔話 の よく 


『 万 業 
(71$ 年 
ある 童 宮 城 に 周 


(7220 年 成立 ) 雄略 紀 お よび 、 
(120 年 頃 成立 ) に 


儲 
ラド 


( 奈 』 
ご ろ 成 立 ) ( 


EE れ て いく 物語 


説話 


集 の 『 日 


は 人 間 が 


有 


" 


し て いく の 


本 圭 
人 鱗 に 


是 ( こ ご 


( 十 三 世紀 前 : 
に 、 亀 が 払っ た 


(に 


は 、 森 鳴 外 、 
又 、 小 説 の みな ら ず 、 旬 は 


坪内 


< 


頁 成 


世 と 近世 に も ある 。 室 町 時 代 の 
0 
\ 見 見 られ る も 
新聞 に 記載 
の 伝承 に 


伯 着 、 


+ 「 鈴 は 千年 亀 は 万 年 」 と いわ れる よう に 古代 中 国 に お ける 長寿 を 象徴 する 
縁起 物 と し て の 亀 と 稚 の 意義 に 関し て は 、 永 谷 恵 、「 亀 の 中 国 思 想 史 その 起 
源 を めぐ っ て 」、 <http://square.umin.acJjP/mayanagi/students/04/nagatani.html> を 
参考 。(12/20) 

2 亀 下 は 亀の甲 羅 を 熱し て 生じ る 亀裂 か ら 判 断 す る 訓 ‘いであ 日 本 で も 奈良 
か ら 平 安 時 代 に か け て 宮中 行事 の 時 期 や 方 角 を 決定 る 折 に 1 いら れ て い 
た 。 『 亀 トト ( き ぼ く ): 歴史 の 地層 に 秘め られ た うら な い の 技 を ほり お こす 』 
アジ ア 怪 異 学会 臨川 書店 、2006 年 を 参考 。 

3 第 十 六 、3811。 

+ 『 老 妨 茶 話 』 に は 「 亀 姫 」 の 奇談 が あり 、 こ れ が 泉 鏡 花 の 戯曲 『 天 守 物 語 』 
(1917 年 ) の 下敷 きり 2 

5 東京 日 日 新聞 』 (明治 13 年 8 月 6 日 と 10 月 5 日 号 ) に 黄金 の 亀 
に よる 妖怪 現象 が 掲載 され た 。 同紙 (明治 1s 年 10 月 4 日 号 ) は 「 
狼 の ご と く 叫 える 大 亀 を 捕獲 」 と 記録 する 。 又 『 読 売 新 聞 』 
(明治 17 年 月 1 日 ) に は 「 亀 の 頭 に 人 の 指 も つつ 奇 魚 」 の 記事 が 
載っ て いる 。 湯本 豪 一 「 明 治 妖 怪 新聞 』 柏 書房 、1999 年 、 
pp. 15-16 と pp. IV-VI. 

% 森 鳴 外 『 玉 供 雨 浦 嶋 』 (1903 年 ) 、 坪 内 造 遥 『 新 曲 浦島 』 (1904 年 ) 、 武 者 小路 
実篤 『 浦 島 太 郎 の 出発 』 (191e 年 、『 後 に 来る 者 に 』 所 収 ) 、 川 端 康成 『 龍 宮 
の 乙姫 』 (1926 年 ) 。 
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THE 


正岡 子規 の 俳句 や イ ッ プ 寅 話 
(1901 年 ) 、 萩 原 期 太郎 の 歌集 
韻文 に も 登場 する ?。 
戦後 で も 、「 
すっ ぽん が 登場 する 大 江 健 三郎 の 
一 方 、 亀 は 世 
を 演じ る 。 ま た 、 
も っ た まま 巨大 な 亀 に 襲 撃 さ れる 村 」 
会 いま し ょ う 』 に 収録 ) と 、 河 月 
原 の ア パラ 』 Q9g97 年 、『 く っ すん 大 黒 』!【 
本 古代 か ら 近 世 ま で 、 亀 は 


を 元 に 
『 月 


長編 


ーー 


es 


sR 
hs 


し た 石原 和 三 郎 の 
こ 咲 える 』 


収 5 
日 本 人 【 


= 


草 語 


浦島 伝承 」 を 基 に し た 太宰 治 や 大 庭 み な この 
『 取 り 奉 え 子 』 
で 有名 に な っ た 映画 『 大 怪獣 ガメ ラ 』 
の ガメ ラ の イメ ー ジ か ら 着 想 を 得 て 、 家 の ! 
上 春樹 の 『 ト ラン プ 』 
で 亀 を 焼い て 爆発 させ る 町 田 康 の 
隊 ) と いう 短編 小説 も ある 。 
に 強い 電力 を 持っ た 


て 認識 され て お り 、 主 に 「 命 」 と 1 


長寿 」 


(浦島 伝承 、 説 話 文学 


関連 する と と が わか る 。 し か し 、 近 現 


ILLUSORY VOICE OF THE SPRING: THE MOTIF OF "CRYING TURTLE" 


『 兎 と 亀 』 


(1917 年 ) な ど と いっ た 


作品 や は 、 


(2000 年 ) な ど が ある 
(196$ 年 ) で 主役 


に に コ 


(1981 年 、 


に 閑 


Nas 


= 
呈 


『 河 


動物 と 
な ど ) に 


て で は それ と は 逆 に 「 絶 滅 」 を 


も た ら す 怪獣 と し て も 見 られ る よう 【 こ な る の で ある 。 
2. 「 旬 鳴く 」: 鎌 倉 時 代 中 期 に 誕生 し た モチ ー フ 
2.1 「 亀 鳴く 」 : モチ ー フ の 誕生 

前 節 で 述べ た よう に 、 日 本 文学 に は 亀 の 形象 が 多数 見 られ 、 古 代 よ り 
0 だ が 、 鎌 倉 時 代 の 中 期 に 韻文 の 
世界 に お いて 亀 の 新しい イメ ー ジ が 作ら れ 、 そ れ は 1243 年 に 成立 し た 歌 
集 、『 新 撰 和 歌 六 帖 』 に 原点 が ある と され る 。 

川越 の を ちの 田中 の 夕闇 に 何ぞ と 聞け ば 亀 の な く な り 

この 歌 は 「 第 三 、 水 」 の 帖 (n. 009s2) に 収め られ て いる が 、 作 者 は 五 
人 の 詠 者 の うち 、 藤 原 為 家 で ある 。 歌 人 は 川 向こう の 暗闇 に 包ま れ た 田 ん 


ぼ の 
と いう 答え が 返っ て くる 。 

同じ 歌 は 『 夫 木 和 歌 抄 』 の 二 十 七 巻 に も 
本 文 に 異同 が ある 。 

河 ご し の みち の な が ぢ の ゆ ふ や み に 


『 夫 木 和 歌 抄 』 は 冷泉 為 相 の 門弟 で ある 藤 


歌集 で 、 


で 、 あ る 鳴き 声 が 聞こ え 、 そ れ が 何 か 


所 収 さ きれ て いる が 、 


原 


長 清 に 


も の の 副産物 と し て 成っ た と 言っ て 良い 。 


4 


三 十 六 巻 sge 題 に 収め た 類題 和歌 集 で 、 規 模 


? 子規 は 亀 を 主題 に el DN 1 EN て 
ベー ス 」 
8 太宰 治 『 浦 
(1977 年 ) 。 


(1945 年 、 


島 さ ん 』 


<https://sikihakulesp.cojp/>) を 参考 。(12/20) 
『 御 伽 草子 』 所 収 ) 、 


と 


「 正 


【 


いる 。 


と 尋ね た ら 、 亀 が 鳴い て いる 


そこ で は 


に ぞ き け ば か め ぞ な く な る 


よっ て 編 ま れ た 
『 万 葉 集 』 以来 の 和歌 の うち 、 主 ! に 勅撰 和歌 集 に 採録 され な か っ た 
成 と 内 容 は 17000 余 モ 
し て は 空前 の も の で ある 。 


を 


岡 子 規 の 俳句 デー タ 


大 


庭 み な ゴ 


『 浦 


| 
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牛 』 の も の で 、 


た の カ 


\ 


の 『 新 唐 =| 


‘いた か どう か は 定 
の 典 


表現 され た 場 
暗がり に 


『 夫 木 和 歌 抄 』 は 
根本 的 な 問題 と し て 、 為 家 が 想像 力 を 活か し て 独自 ( 
ゝ 、 そ れ と も いずれ か の 文献 を 参考 に 
うこ と が ある が 、 


町 が 異な っ て いる 。 前 
選 ま れ た 遠く の 田んぼ で 、 
これ が 暗く て 遠い 道程 か ら 逆 こえ て 来る 。 為 家 詠 の 原型 は 


これ は 不明 で ある 。 
(1060 年 成立 ) 【 


誤 写 と 思わ れる 。 


確か 


に も 登場 する が 、 
か で は な い ?。 い ずれ に し て も 、 


RS そし て 、 こ の モチ ー フ 


鳥獣 を 題 と する 歌 を 多数 含め て いる の も 特徴 で 、 上 に 取り 上 げた 為 家 の 

歌 も その 例 で ある 。 
二 つ の 歌 は 二名 に 

声 が 聞こ える の は 薄 


の 場合 、 亀 の 
後者 に お いて は 
『「 新 撰 和歌 六 


テー 
\ー ト ー 


主題 を 創作 し 


し て そこ か ら 着 想 を 得 た の か と 


こ 、 鳴 いて いる 亀 は すでに 
8 
日 本 に 「 亀 鳴く 」 


『 


le CR 


歴史 の 流れ に 沿っ て 俳句 を は じ め 随 筆 や 小説 に も 定着 し て いく の で ある 。 
2.2 江戸 時 代 の 「 亀 鳴く 」 : その 季語 化 

鎌倉 時 代 中 期 に 誕生 し た この 鳴く 亀 は 、 室 町 時 代 か ら 江戸 時 代 初 中 期 に 
か け て の 文学 に 現れ ず 、 隠 れ た 場所 で 数 百年 間 に 渡る 「 冬 眠 」 に 入る 。 
その 後 、 十 九 世紀 に 入っ て 曲 亭 馬 琴 の 季語 集 『 俳 庶 歳 時 記 葉 草 』 (1s03 年 ) 
の 中 に 姿 を 現す の で ある 。 馬琴 は 春 二 月 の 季語 と し て 「 亀 鳴く 」 の 項 を 
た て 『 夫 木 和歌 抄 為 家 の 「 川 越 の を ちの 田中 の 夕 凍 に 何ぞ 聞け ば 亀 の 
な く な り 」 を 引用 する !。 こ れ を 皮切り に 「 亀 鳴く 」 は 俳句 の 世界 に 導入 
され 、 以 後 春の 季語 と し て 復活 する 。 

「 亀 鳴く 」 の 季語 に 惹か れ た 俳人 の 中 、 最 も 早い の は 小林 一 茶 で ある 。 
彼 の 『 文 化 句 帖 』 (so 年 頃 成立 ) に 以下 の 名 が ある : 

驚 に 亀 も 鳴 た き や う す 哉 = 

一 茶 が 上 記 の 句 を 創作 し た の は 1808 年 (文化 >) で 、 馬 琴 の 季語 集 が 出版 


され た 五 年 間 後 の こ 
ある が 、 鳴 


昌 


一 茶 は 、 お そら く 馬 禁 の 


時 


林 、 
バツ 


を 参考 , (12/20) 


大 不 品 】 と いう 9 文 癌 氷 拉 
Shibu/ MIN) OO 037, htm> を 参考 。(12/20) 
『 俳 庶 歳 時 記 菜 草 』 、 


「 一 茶 の 俳句 デ ー タ ベー ス 」 、 


と で ある 。 これ 以前 に 


季語 


因り 53 


p.38、 


rarajp> を 参考 。(12/20) 


HH 


雅敏 


小林 一 茶 の 生 涯 と 俳 護 論 


完 」 


に も ゃ 一 茶 に は 亀 を 主体 に し た 句 は 


= 4 
ぅ 


く 亀 は これ が 初出 で ある 。 大 し た 学問 知識 を 持っ て いな か っ た 
を 読み 、 そこ か ら 


発想 を 得 た の で あろ う ?。 


中 


に =) 


魏 博 管内 


息 
馬 


状 如 範 , 


中 9 


さ 


載 さ れ て い る 。 <http://www.guoxue123.com/ 
<https://dlndlLsojp/infoindljp/pid/875332/9> 


<http://ohh.sisoscojp/cgi-bm/openhh/jsearch.cgiigroup=hi- 


( 博 ] 


上 論文 ) 、2016 年 、p 116. (<https:// 


tsukuba.repo.nii.ac.jp/index.phpaction=pages_ view main&active action=repOsito- 
ry_action common download&item id=42622&item no=1&attribute id=17&file_ 
no=1&page_id=13&block id=83)> を 参考 。(12/20) 
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この 旬 に は 篇 と 亀 が 登場 し 、 後 者 は 前 者 の 綺麗 な 鳴き 声 を 聞き 、 自 分 も 
鳴き た そう な 様子 を 見 せ て いる 。 従 っ て 、 こ の 俳句 で は 実際 に 鳴い て いる 
の は 管 の み で 、 亀 は 鳴い て いな い 。 ここ で は 二 つ の 動物 、 あ る い は 二 つ の 


春の イメ ー ジ が 「H 
H す 。 一 方 で 立派 な 声 を 誇る 管 が お り 、 他 方 で 声帯 で すら 持た な い 亀 が 
いる 。 そ の 亀 さ え 覆 歌 に 唱和 し た く な る ほど の 春の 訪れ と いう 長閑 けさ の 
に 、 声 を 持た な い 動 物 の 姿 に 一 抹 の 哀れ が 漂う 。 

a 名 は 完全 に 無音 な 動物 で は な い 。 首 を 引っ 込め る と き の 音 


上 エ 


島 く 」 こ と を 中 心 に 向かい 合い 、 興 味 深い 対照 を 作り 


、 擦 過 音 と いう 呼吸 音 に 近い も の が 「 キ ュー」 や 「 ク ー」 な ど と 聞こ 
0 の な る と 、 亀 の 雄 が 雌 を 誘い 寄せ る 時 や や 交尾 


時 に 「 シ ュー」 と いう 音 を 立て た りす る 。 この 音 は お 経 を 唱え て いる 
に 聞こ える 為 、 


「 亀 の 看 経 」 と も 呼ば れる こと が ある 『。 し か し 、 こ 


れ が 「 鳴 き 声 」 と いえ る か どう か は 、 大 き な 疑 問 で ある 。 


古生物 学 の 専門 家 、 早 稲田 大 学 の 平山 廉 に よる と 、 日 本 に お ける 亀 類 


の 研究 は 明治 以降 に 始ま っ た と の こと で ある !『!。 その た め 、 一 茶 は 亀 の 解剖 
学 に つい て 知識 を 持っ て いた は ず が な いと いう こと に な る 。 但し 、 一 茶 の 


時 代 に は 、 亀 屋 で 亀 を 購入 し て 食用 に する の は 一 般 的 な こと で あっ た 。 
更に 、 歌 川 広 重 の 『 江 戸 名 所 百 景 』 (18se 年 頃 ) か ら も わか る よう に 、 


放 生 会 の 儀式 の 一 つ で ある 放し 亀 も 行わ れ て いた 。 一 茶 も 放し 亀 に 興 
味 を 示し て それ を テー マ に し た 発句 を 詠ん で いる $。 街中 で も 人 間 と 


亀 と の 距離 は 現在 ! 


こ 比 べ て ずっ と 近かっ た の で ある 。 ま た 、 一 茶 は 自然 界 を 


よく 観察 する 俳人 で あっ た た め 、 お そら く 亀 の その 特徴 に 気付 いて いた 


と も 考え られ る 。 


一 茶 の 句 に は この 他 に も ゃ も 亀 が 鳴く も の が ある 。 彼 の 『 七 番 日 記 』 (1s18 
年 頃 成立 ) に は 、 以 下 の 旬 が ある : 


す つ ぼん も 時 や 作ら ん 春の 月 


ここ で は 主体 は 一 


般 的 な 亀 で は な くす っ ぽん と な っ て いる 。 す っ ぽん は 


亀 と 同様 声帯 を 持た な い が 、 前 者 に 比べ る と 最大 甲 長 は 38.scm で 、 貴 只 力 が 


非常 に 強く 、 甲 維 表面 は 角質 化し て いな いた め 軟 ら か い 。 更に 、 そ の 
柔らか さ を 巧 み に 活 用 し 、 岩 の 隙間 に 隠れ て 生活 する 特徴 も ある *。 日 本 で 
は ウミ ガメ や イシ ガメ は 一 般 的 で も や る が 、 す っ ぽん は 特に 中 国 で 繁殖 し た 


種類 で あり 、 稀 に 四 


8 川崎 展 宏 ・ 金 子 卵 太 『 鳥 
聞 社 、2000 年 ,p.180 : 田中 美穂 ( 著 ) 、 矢部 
WAVE 出 版 、20124 


は 平山 か ら の 私 信 。 


5 「 放 し 亀 筆 も 序 に 


国 や 九州 で も 見 られ る 。 その 味 も 特徴 的 な の で 、 両 


(監修 列 句 選 ) 、 


獣 躍 魚 歳 時 記 春 夏 』、 朝 日 新 
隆 


翌 中 直 


E、p. 42 を 参考 。 


と ば す 也 」。 前 掲 「 一 茶 の 俳句 デー タベース 」 を 参考 


? Brejchajindrich,Ivan Cizelj, Dario Maric, jiriSmid, Melita VambergerandRadekSadnda20 14 年 , 
First records of the soft-shelled turtle, Pelodiscus sinensis (Wiegmann, 1834), in the Balkans, 
«<Herpetozoa» (26 号 ): pp. 189-192 を 参考 。 
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占 く か 


ある は ず が な いこ 


「 春 の 月 」( 
同じ 発句 は 
いる が 、 そ れ 〔【 


ら 食 用 


で は な く 、 


= 
[Ns 


が 生ま れる の で ある 。 た だ し 


大 係 と し て 見 られ て お り 、 多量 
も ある 『"。 

名 の すっ ぽん は 「 春 の 月 」 の 下 で 発声 
「 時 を 作る 」 と 表現 され る 。 
凌 が 鳴い て 夜明け の 時 を 知ら せる こと で ある が 、 
すっ ぽん に 委ね られ て いる 


\ う 怪談 


『 お ら が 春 』 
つい て 加藤 概 圭 


な っ て 、 春 の 月 


様 ] を 見 せる 。 


ば 、 動 物 は 春の 月 の 下 で 自分 
喜び に 浸っ て いる と も 考え られ る 。 だ と する と 、 
由 人 と し て 迎え よう と する 新しい 一 日 


すっ ぽん は 、 自 


だ が 、 仮 に 


この 発想 も 一 茶 に 


が [上 


を 


a 


に され る こと も あっ た 。 こ こ か ら 、 今 


、 江 戸 時 代 の 日 
の すっ ぽん を 食べ た 人 


(1852 年 ) の 「 水 江 春 色 」 


が 夢幻 の 世界 を つく り だ す よ うな 夜 、 
すっ ぽん も 鶏 の よう に 時 を つく る 句 意 だ と 解説 し て いる "。 
すっ ぼ ぽん は 月 の 美 し さ に 惹か れ て お り 、 そ れ に 向かっ て 声 を 上 げた そ 
これ は 放し 亀 さ れ た すっ ぽん だ と 想像 すれ 
又は 「 解 放さ れ た 」 


復 し た 」 


寄せ よう と し て いる こと に な る 。 


3. 近 現 代 の 俳句 に 
3.1 近代 の 俳句 に 


科学 研究 の 世界 が 初め て 亀 ( 
現 生 スッ ポン に つい て は 1911 年 に ドイ ツ 語 で き 
1H さ れる ほど で ある %。 


2 

半生 
の の の し 
切り に 、 


透 し た か は 
読者 の 目 


を 参照 


参照 。 
加 座 杉 郭 、 


20 9 


We 
う 。 科 学 は 亀 が 声帯 を 持た な いこ と の 他 、 そ の 4 
し 、 斬 新 な 知識 を も た らし た 。 も ちろ ん 、 そ われ が 日 
不明 で ある が 、 
に 入る こと も あっ た と 思わ れる 。 


水木 し げ る 、 梓 
『 デ ジタル 大 辞 


「 解 説 」、 
FE 山 か ら の 私 信 。 


お ける 「 亀 鳴く 」 
お ける 「 亀 鳴く 」 


今日 


で も 引 


こ 対 し て 興味 を 示し た の 


に 関す る 報告 が その 研究 へ の 


最初 の 


に 対す る 新しい ビジ ョ ン を 持つ よう ( 


新聞 や 雑誌 


に も 


「 上 健司 、 


『 


本 妖怪 


Tt 


(小学 館 、2012 有 


E 泉 』 


『 一 茶 秀 句 』 、 


辞 


版 ) 、 


春秋 視 


典 』、 


色 


角川 書店 、 


する が 、 

「 時 を 作る 」 
一 茶 の 句 で 
よる の で は な く 、 
\ こ と の た と え で ある 「 牙 が 時 を つく る 」 と いう 慣 
ら 着 想 を 得 た の で あろ う 。 
に 配 し た 。 


2005 年 、 中 


慣 


名 中 


攻 が 時 


で も 有名 な 
本 で は 狩 や 狐 と 
人 間 が その 


ーー 
ヽ ュー 


の 動作 は 
と は 、 

は これ が 
お そら く 


時 日 


名 か 


一 茶 は これ を 誹謗 らち し い 形 に アレ ンジ し て 、 


に も 収録 され て 
は 、 水 を 漫 々 と 洪 え た 水辺 は 春 
これ に 誘わ れ て 


色 が 濃く 


確か に 一 茶 の 


うな 


時 を 作る 一 茶 の 
に を 歓 呼 の 声 で 呼び 


は 明治 時 代 の 後期 で 
書か れ た 立派 な 解剖 学 
又 、 日 本 国 
歩 で や っ た 。 こ れ を 
こ な っ た と いえ よ 
E 態 や 行動 を 学問 的! に 検討 
本 の 社会 に 
亀 に 関す る 情報 が 増え て 、 


内 で は 1918 年 


H 


“こま で 混 
一 般 


攻 | の 項 


を つく る 」 の 項 を 


ト 、2001 年 を 参照 。 
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上 記 の 科学 的 進歩 が 日 本 の 文学 者 た ち を 直接 に 刺激 し た か 度合 い は 
具体 的 に 測定 で き な い が 、 と に か く 明 治 以後 に 文学 に お ける 亀 の 存在 感 が 
大 きく な っ て き て いる と は いえ よ う 。 
特に 、 こ れ を 実感 で きる の は 俳句 の 世界 で ある 。 ま た 、 そ こ に お いて 
注目 され る の は 「 亀 鳴く 」 の 季語 が 活か され た 俳句 で ある 。 明 治 維 新 
以後 の 俳人 は この イメ ー ジ を 愛し 、 近 世 ま で に は み ら れ な か っ た 数 の 
俳句 を 創作 し た 。 そ の 中 に は 高浜 虚子 や 村上 鬼 城 な ど と いっ た 著名 な 
俳人 の 句 も ある 。 
例え ば 、 虚 子 の 初期 の 作品 に 以下 の 旬 が ある 。 


亀 鳴く や 皆 加 か な る 村 の も の 3。 


虚子 が この 名 を 詠ん だ の は 1899 年 で 、 ま だ 二 十 五 歳 だ っ た 。 和 師匠 の 子規 に 
「 虚 子 」 の 号 を 授かっ た の は その 数 年 前 の こと で 、 当 時 の 虚子 は 経験 が 
0 小説 の 創作 
に 没頭 する 。 だ が 、1913 年 に 、 先 輩 で ある 河東 碧 棋 桐 に 対抗 する た め 俳 
壇 に 復帰 する 。 碧 棋 桐 は 五 七 五 調 に 囚われ な い 新 し い 傾向 の 俳句 を 唱え て 
お り 、 そ れ に 対し て 虚子 は より 季語 を 重んじ た 伝統 的 な 俳句 を 主張 し て 
いた 。 こ れ に よっ て 、 今 日 で も 彼 は 「 花 鳥 斉 詠 」 と 「 客 観 写生 」 を 重視 し 
た 守 旧 派 の 俳人 と し て 知ら れ て いる ?%。 
し か し 、 上 記 の 旬 を みれ ば 、 初 期 の 虚子 は 「 客 観 写 生 」 ば か り を 求め 
た 俳人 で は な か っ た こと が わか る 。 主観 性 を 表現 する ば か り で な く 、「 和 亀 
鳴く 」 と いう 幻想 的 な 季語 を 用 いる ほど の 画 期 的 な 一 面 を 持っ た 俳人 だ っ た 
の で ある 。 帥 匠 の 子規 は 亀 を 詠ん だ 俳句 を 多数 創作 し た が 、「 亀 鳴く 」 を 活 
か し た 名 は み ら れ な い 。 当時 の 俳協 で は ほとん ど 顧 み ら れ な か っ た 季語 で 
これ を 用 いた 明治 時 代 の 俳人 の 中 で 虚子 は 最も 早い 例 と いう 可能 性 も あ 
る 。 ど の よう な 経緯 で それ に 遭遇 し た か は 不明 で ある が 、 馬 琴 の 『 俳 庄 歳 
0 EE 草 』 を 引い た か 、 若 し く は 一 茶 の 句 集 で 見 つけ た と 考え られ る 。 と 
に か く 、 虚 子 は この 虚構 の 季語 を 通し て 、「 愚 か 者 」 と 言わ むず 、「 愚 か な 
る 村 」 の 「 も の 」 と 「 ひ ら が な 」 表 示 に する こと に よっ て 比 只 性 を 強調 し 
た の で は な いか と 思わ れる 。 
虚子 の 他 に 、 「 亀 鳴く 」 の 季語 を 愛 し た 近 丘 代 の 俳人 の 中 に こ 、 虚 子 の 
門下 生 で ある 鬼 城 も いる 。 例え ば 、 彼 の 処女 作 、『 鬼 城 句 集 』 (1g17 年 ) ! 
以下 の 句 が ある 。 


亀 鳴く と 嘘 を つき な る 俳人 よ 


亀 鳴く や 月 量 を 着 て 沼 の 上 


に 


公益 社団 法人 ・ 日 本 伝統 俳句 協会 の 電子 デー タベース 、「 虚 子 の 俳句 」、 
<http://haikujp/home/read/kyoshi-haikuS0/> を 参考 。(12/20) 
加藤 概 都 、「 解 説 」、『 正 岡 子規 ・ 高 浜 上 庶子 』、 新 潮 社 、1969 年 を 参考 。 


to 
sl 
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若い 頃 の 鬼 城 は 軍人 を 志 し た が 、 
律 


明治 法律 学校 で 法学 を 学び 、 司 法 ョ 


る が 、 非 


十 人 儲け 
作 家 」 こい や 


俳 句 


だ が 、 上 記 の 名 ょ その 柏 ! 


また 、 同 じ 句 集 に 入っ た この 二 つ の 
が 、 そ れ ぞ れ 表 現す る も の が 違っ て いる よう に 見 える 。 
一 句 目 は 、 観 念 的 な 俳句 で 、 主 体 は 俳人 で ある 。 そ こ で 、 俳 人 は 「 亀 
鳴く 」 の よう な と ん で も な い 嘘 を つく 者 だ と 
俳人 か 、 若 く は 鬼 城 の み の こ と を 指し て いる の か は 明らか で は な い 。 こ れ は 
皮肉 に 満ち た 俳句 で 、 鬼 城 の 人 格 も 端的 に 反映 し て いる 。 確 か に 、 後 期 の 
虚子 ほど 、 鬼 城 は 「 客 観 写 生 」 を 重視 せ ず 、 浪 漫 派 的 な 風味 の 俳句 を 創作 


耳 の 病気 の せい で 断念 する 。 その 後 、 
上 士 と な っ た 。 ま た 、 結 婚 し て 子供 を 


常に 困 負 し て いた 。 鬼 城 が 「 境 涯 
こう いっ た 失望 や 困 魚 


れる の は 


する 俳人 で あっ た 。 鬼 城 に 
の も の より 、 夢 幻 的 な も の 、 つ まり 嘘 を つ ! 


人 の 特権 で や る と 同時 に 、 


道具 で ある 。 要する 


旧 す と 同時 に 、 俳 人 の 心 
る 媒体 で ちる と いえ よう 。 


表す 悲哀 に 彩 ら れ た 俳句 が 数 多い か ら で あ る 3。 
こ 入 ら ず 、 異 な る 旬 境 を 表し て いる と 思わ れる 。 
大 名 は と も に 「 和 亀 鳴く 」 を 用 いて いる 


いわ れ て お り 、 そ れ が あら ゆる 


と っ て 、 俳 句 は 


1 な 次 元 で あり 、 俳 人 が 実在 
ナ る 空間 な の で ある 。 これ は 人 


TT 


彼ら の 生き る 道 だ と いえ よう 。 し か し 、 上 鬼 城 の 
ビジ ョ ン に と っ て 、 そ うい っ た 嘘 は 心 に 潜在 する 感情 や 思い を 伝え る た め の 


旬 目 は 、 前 句 と 違い 、 
語 と し て 用 いら れ て いる 


に 、 こ の 俳句 に お 


景観 を 中 心 に 


し 


。 一 茶 の す っ ぽん を 配 し た 名 と 同様 、 今 回 の 亀 


ける 「 亀 鳴く 」 は 単なる 季語 で は 
な く 、 ー つ の 幻想 的 、 又は 実在 し な い 現象 の 例え で ある 。 それ は 嘘 を 
に 潜ん だ と ん で も な い 感 情 や 想像 力 を 表現 で き 


た 俳句 で あり 、「 亀 鳴く 」 は 季 


も 月 と 水辺 の 場所 、 沼 に 位置 付け られ て いる 。 「 亀 鳴く 」 と いう 季語 に 
より 、 和 李 節 は 春 で ある 。 輪郭 が は っ きり し た 秋 の 月 と 違っ て 、 春 の 月 は お 


ぼる ろ る に 月 量 が つい た も の と いう 伝統 B 
月 の 趣き は 、 強 い 虚 構 性 を 持つ 「 亀 』 
醸し 出す 。 こ の 二 つ の イメ ー ジ は どん より し た 沼 の 水 


よっ て さら に 幽 か な 余 音 ( 
一 方 で 観念 俳句 が あり 、 


異な る 二 つ の 句 は 「 亀 鳴く 」( 
多面 的 な 潜在 力 を よく 把握 し て 、 そ れ を 使 
彼 は 、 そ れ ほ ど 偉 大 な 俳人 で あっ た 。 


称 な イメ ー ジ が ある 。 こ の 膝 膜 と し た 
鳥 く 」 と 響き 合い 、 幻 想 的 な 容 囲 気 を 


に 反映 し 、 こ れ に 

こ 彩 られ る 。 
他方 で は 自然 描写 の 俳句 が ある が 、 そ の 主旨 の 
こよ っ て 結ば れ て いる 。 鬼 城 が 「 亀 鳴く 」 の 


3.2 現代 の 俳句 に お ける 「 亀 鳴く 」 


は エア ポケ ッ ト が ある 」 と 言っ て いる が 、 そ れ は 
俳人 が 句 中 に 設置 する 非 現実 の 空間 の こと で ある 。 読 者 は その エア ポケ ッ ト に 


西進 は 「 俳 句 の 世界 に 


3 松本 旭 、「 村 上 鬼 城 の 生涯 ・ 代 書 人 


65 巻 、1983 年 、pp.32-39 
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いこ な せ て いる こと が わか る 。 


に つい て 」、『 連 歌 俳 護 研 究 』 、 
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陥 ち 、 惑 わ さ れ る 。 し か し 、「 そ れ が 俳句 だ と 思い 改め て みる と 、 こ の 
エア ポケ ッ ト は 存外 に 大 切 で 、 そ っ ちの 方 が むし ろ 主 な の だ と 、 思 わな 
けれ ば な ら な い 」、 ま た 「 こ の 虚 に 遊ぶ 文芸 こそ が 俳句 で ある 」 と は 

中 西 の 結論 で ある ?。 これ は 、 ち ょ うど 「 亀 鳴く 」 の よう な 季語 が 果たし 

て いる 役割 だ と 思わ れる 。 

例え ば 、 鈴 木 真 砂 女 に よる 以下 の 俳句 が ある : 

色 


鳴く や 独り と な れ ば 意地 も 抜け ” 


この 名 に は 端的 に 中 西 の 論 じ る 「 エ アポ ケッ ト 」 が 感じ られ る だ る ろう 。 
作者 の 切っ た 張っ た の 生業 の 潮 が 引い た 時 に 亀 は 鳴き 声 を と どけ て くれ 
る 。 真 砂 女 は 三 十 代 前 後に 俳句 の 世界 に 初め て 触れ る が 、 本 格 的 な 俳人 に 
な る の は 戦後 で 四 十 代 後半 の 時 で ある 。 こ の 時 代 に 彼女 は すでに 夫 や 兄弟 の 
死 を 体験 し て お り 、 実 際 に 独り に な る こと を 経験 し て いる 。 上 記 の 俳句 は 
社会 的 責任 か ら 解放 され る 安 塔 感 を 表し て いる よう に 読め る 。 し か し 、「 
亀 鳴く 」 と いう 非 現実 的 な 季語 か ら 、 実 は それ が 願望 の 次 元 に 留まっ て い 
る こと が 示唆 され 、 同 時 に 独り に な る こと に 伴う 心 の 働き の 損失 に 対す る 
収 し さも 揺 曳 する 。 
真砂 女 の 韻 文世 界 で は 、 こ れ に 限ら ず 、 他 に も 「 亀 鳴く 」 が 数 多く 
み ら れ る 。 


生命 線 長 き を 亀 に 鳴か れ け り 
亀 鳴く や 齢 な ど 数 へ た くも な し 
亀 鳴く や 子 は 親 の み の も の な ら ず 


一 句 目 と 二 旬 目 は 「 生 命 」 と 「 寿 命 」 と いう 同じ テー マ を 軸 に し て 
お り 、 そ の 裏 に 隠れ た イメ ー ジ も 同じ で ある 。 い うま で も な く 、 そ れ は 
「 死 」 で あろ 2 う 。 名 目 は 、 愛 し た 和英 
内 が 次 々 と 死ん だ に も 拘ら ず 、 俳人 が 
まだ この 世に 立っ て 、 生 き 残 っ て いる こと を 、 手 相 の 生命 線 に 託し て 
描写 する 。 そ の 事実 を 自分 で も な か な か 信じ られ な く 、 ま た 自分 の 命 
だ っ て いつ 尽き る か 解ら な い の に 、 生 命 線 は むやみ に 長く 伸び て いる の を 
tM 
砂 女 の 心 が 根本 に ある と 思わ れる が 、 そ の 直 蔽 な 表現 を 避け 、 距 離 を 置 
て 、 鳴 く 亀 の 視点 で 客体 化す る 。 et ある は ず も 
な いそ の 鳴き 声 は 不協和音 と な っ て 俳人 に 浴び せら れる 。 長 い 生命 線 、 亀 
と いう 吉兆 が 、 鳴 く 亀 の 非 現実 性 に よっ て 一 気 に 相 対 化 され 、 逆 に 皮肉 な 


ン 


4 中 西進 、『 亀 が 鳴く 国 ・ 日 本 の 風土 と 
PP. 33-34. 

「 現 代 俳 句 デ ゲー タベース 」 、<http://wwwhaiku-datajjp/index.php> を 参考 (「 鈴 木 
真砂 女 」 の 項 ) 。 以 下 も 同様 。(12/20) 


ul 


きき 歌 』 、 角 川 学芸 出版 、2010 年 、 


2 


の 
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現実 を 示唆 し 、 そ れ に 甘んじ る し か な い 俳人 の 境涯 は 「 鳴 か れる 」 と いう 
受動 態 に 定着 され る 。 

旬 目 に は 、 自 分 の 年 齢 の こと を 考え る 俳人 が いる 。 自分 に と っ て 、 
それ は 非 現 実に 聞こ える よう な 膨大 な 数 で あり 、 その 非 現実 性 が 「 亀 鳴く 」 
に よっ て 形象 され る 。 だ が 、 そ の 裏 を 読め ば 、 豪 れ な 自問 自 答 を する 俳人 が 
いる の で は な いか と 思わ れる 。 そ れ は 、 愛 し た 人 の 多く が 早死 に し て 
し まい 、 自 分 だ けが こん な 年 齢 まで 生き て いて 良い の か と 迷う 真砂 女 の 心 
NN Wi 0 0 0 0 NN 
分 自身 が 体験 し た 悲哀 と 貴 外 感 が 強く 反映 され て いる 。 し か し 、 真 砂 女 は 

こう いっ た 感情 を 「 亀 鳴く 」 に よる アイ ロニ ー の 膜 で 包み 、 こ の フィ ルター を 
通し て 間接 的 に 読者 まで 届け る よう な 形 を 選ん だ と いえ よ 2 う 。 
SU NN 俳人 は 
「 母 親 」 と 「 娘 」 と の 関係 に つい て 考察 し て いる 。 こ こ に お いて も 、 強 い 
対立 が 潜ん で お り 、 そ れ は 「 肉 体 」 と 「 精 神 」 、 ま た 「 親 」 と 「 子 供 」 と 
の 対立 だ と いえ よ う 。 物理 的 な 意味 で は 子供 は 一 人 の 母親 か ら 産 まれ る も 
の で ある た め 、 そ の 肉体 か ら 離 腕 し た 部 分 で あり 、 そ の 母体 に 属す る も の 
で ある 。 そ う で あり な が ら も 、 人 間 社 会 の 中 で 生き て いく た め 、 娘 は 母親 
と の 精神 的 な 膳 の 緒 を 切ら な く て は な ら ず 、 こ れ か ら 自 分 の 「 妻 」 や 「 母 
親 」 と し て の 新しい 人 生 を 迎え な く て は な ら な い の で ある 。 い つか 、 母 親 と 
娘 は それ ぞ れ 違う 方 向 に 歩み 始め る 時 が き て 、 そ の 別れ は 悲し いも の で あ 
る と 同時 に 、 人 生 の 自然 な 流れ で 喜ば し いこ と で も ある 。 上記 の 俳句 で は 
母親 の 心 に 潜ん だ 葛藤 は 「 亀 鳴く 」( こよ っ て 表現 され る 。 娘 の 母親 か ら の 
離脱 は 、 一 方 で 「 非 現実 的 」、 あ る い は 実現 し て 欲し く な い 寂 し いこ と 
で あり 、 他 方 で それ が 娘 に と っ て の 新しい 人 生 の 出発 点 、 又 は 「 夢 」 で も 
ある の で 、 母 親 も それ を 願い 、 承 認 せ ざる を 得 な 
女性 の 目 か ら み た 「 亀 鳴く 」【 こ 対 し て 、 そ の 数 年 後に 1982 年 に 角川 俳句 
賞 を 受賞 し た 田中 裕明 に も 以下 の 俳句 が ある 。 


亀 鳴く や 男 は 無口 な る べし と 


ン 
o 


WV 


あそび を り 人 類 以後 も や 鳴く 亀 と 


上 記 の 名 は それ ぞ れ 裕明 の 第 一 句集 『 山 信 』 (1979 年 ) と 遺作 と な っ た 
第 五 句 集 『 夜 の 客人 』 (2005 年 ) に 所 収 さ きれ た も の で ある 。 裕明 は 虚子 に 
師事 し た 波多 野 爽 波 の 門下 生 だ が 、 徹 底 写 生 を 唱え て いた 二 人 に 対し て 
彼 は 「 反 写生 」 へ の 志向 を 示す 。 裕 明 に と っ て は 、 理 届 や 意味 の な い 世 
が 詩 の 本 来 の 世界 で あり 、 そ うい っ た 思考 を 込め た 俳句 を 多数 創作 し た 2%。 
その 傍ら 、 日 本 の 社会 に も 常に 関心 を 示し 、 一 部 の 作品 に お いて 政治 に 
対す る 個人 的 な ビジ ョ ン も 表現 し て いる 。 上 記 の 一 句 目 は この グル ー プ に 


信二 「 近 現代 俳句 」、『 作 家 と 楽し む 古 典 』、 河 出 書房 新 社 、2019 年 を 


用 
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属す る 俳句 で あり 、 七 十 年 代 未 期 の 日 


ト が 含ま れ た も の で ある 。 「 亀 鳴く 


現れ る 「 男 」 は 政界 の 男 た ち 、 


ら す 空 貴 な 高 言 や 鱗 舌 に 、「 無 品 

これ に 対し て 、 二 句 目 は 思い 切っ て 幻想 的 な 情景 を 描く 。 
ば 毅 か に 短い 寿命 を も つ 人 間 は 「 あ そ ぶ 」、 つ まり 無駄 な こと 
で ある 。 こ こ で 、「 鳴 く 亀 」 に 次 ぐ 「 と 」 と は 同伴 を 表す 助 


獣 と 虚 れ て いる の は 人 


の も の で は な い だ ろ うか 。 それ は 、 


それ 故に こそ 、 世 間 智 や 常識 か ら 解 放さ れ た 自 
間 、 ま さ し く 亀 が 鳴く よう な 領域 な の だ 。 そ し て 、 人 類 が 全 9 
この 亀 は 生存 し て 、 鳴 き 続 ける 。 人 間 の 限ら れ た 現実 な ど ! 
幻 は 浮遊 し 続け る 。 裕 明 は 2000 年 に 白血病 を 発症 し 、 
「 夜 の 客人 』 は それ 以後 の 作品 
自ら の 死 と 対 財 す る 作者 の 心境 と 無 
前 に 、 人 間 の 存在 は 実に 修 い も の だ が 、 
する の も 、 一 つの 意 議 的 な 選択 で あろ う 。 前 の 句 に 
反骨 の 精神 が 、 こ こ で は 静穏 な 
i 


に 
ーー ャ 


で も 」 と いう こと ば に 心 惹 か れ た 
句 帳 を 開く と 、 そ の こと ば が 、 目 に 飛び 込ん で くる 。 波打ち際 を 吟行 し て 


夜 」 と いう 表現 が 浮か ん で くる 」 
編ん だ 句集 で 、 彼 が 作 句 し た 最も 


\ た ら 、 た また ま 、 白 魚 漁 が ある 


F OF “CRYING TURTLE' 


本 の 政界 に 対す る 裕明 の 皮肉 な コメ ン 


」 を 通し て 、 裕 明 は ここ で 幻想 的 な 境地 
で は な く 、 む し ろ 嘆 か わし いり 現実 を 指弾 し て いる よう に 思わ れる 。 こ の 名 に 


つま り 政 治 家 の こと を 指す 。 


彼 等 の 吹き 散 


」 な 亀 が 苦言 を 発し て いる の で ある 。 


F 人 で あろ う 。 だ と する と 、 こ の 「 あ そ 


実利 を 伴わ な い 無 益 な こと 


亀 と 比較 すれ 
を する ば か り 
詞 で 、 こ の 幻 
び 」 は 旬 作 そ 
で あろ う が 、 


| な 想像 力 の 発現 する 空 


関係 で は あり 得 な い 。 


し て か ら も 


こ は お 構い な し 
この 旬 を 収め た 
で 構成 され て いる 。 こ の 悠久 


へ の 思い は 、 
水 功 の 時 空 の 


OT 


昌 間 見 えた 作者 の 


に も 透 徹し た 名 境 = 上 吾 さ れ て いる 


ら 、 旬 帳 に 記し て お く 。 


と いう 話 を 耳 に し た 。 「 い 


「 い つ っ ま 


吟行 会 な ど で 、 


つま で も 」 と 


「 白 魚の 波 」 と いう フレ ー ズ が 、 心 の 中 で 結び つき 、 自 ら 出 て くる 。 眼前 の 
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昼 の 汗 は 、 や が て 、 心 の 中 で 、 夜 の イメ ー ジ へ と 或 が っ て いき 、「 古 宿 の 
。 『 山 信 』 は 裕明 が 二 十 歳 を 記念 し て 
早い 作品 を 集め た も の で ある 。 これ に 


対し て 、『 夜 の 客人 』』 は 、 裕 明 の 死後 、2005 年 に 出版 され た も の で 、 そ こ に は 


も の と 考え られ る 。 裕明 が その 


晩年 の 俳句 が 収め られ て いる 。 両方 の 句集 に 「 亀 鳴く 」 が 
こと か ら す れ ば 、 こ の モチ ー フ は 彼 の キャ リア を 貫く ほど 印象 に 残っ た 


前 
Em 


刺 


生き た 時 代 に よる 相違 点 が た くさ ん ある が 、 こ の 場合 、「 和 亀 
系 図 に 属す る 二 人 の 俳人 を 柚 げ る 


上 記 の 裕明 の 台詞 は , 中 岡 毅 雄 に 4 
試論 』 (角川 学芸 出版 、2011 年 ) ! 


読ん だ と すれ ば 、 初 期 の 虚子 が 有 
激 さ れ た の で は な いか と 考え られ る 。 虚子 と 裕明 と で は 、 


1』 い られ て いる 


想 を どこ か ら 得 た か は 定か で は な い 。 

「 亀 鳴く 」 は 和 師匠 の 爽 派 の 作品 に は 一 度 も 現れ な い の で ある 。 し か し 、 爽 派 の 
h 区 で ある 虚子 が 若い 頃 に 創作 し た 句 に 登場 し て いる 。 仮に 裕明 が それ を 
し て いた 「 反 写生 」 に 出会い 、 そ れ に 


それ ぞ れ が 
鳴く 」 は 同じ 


架け 橋 の 役割 を 果たし て いる と いえ よう 。 


る 俳 論集 Oy の 天地 : 現代 俳句 の 考証 と 


こ 収 め ら れ て いる 
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現代 に 入る と 、 俳 句 の 世 
協会 な ど が 増え る と 同時 に 


に 、 


が 非常 に 拡大 し 、 俳 句 に 関連 し た 本 、 雑 誌 、 
ウエ ブサ イト も 多数 誕 4 


E す る 。 


また 、 俳 旬 


教室 や サー クル や 様々 な 年 齢 層 の 人 を 対象 に し た 俳句 コン クー ル が 普及 し 


た こと に よっ て 、 そ れ ま で 


E 句 の ] 


甘 界 と 関わ り の な か っ た 人 の 


季語 


に も 


や 李 題 に 関す る 情報 や 知識 が 広まる 。 こ うし て 、 小 説 家 や 一 般 愛 好 者 に よ 


る 俳句 の 数 は 非常 に 増え 、 ポ 
は 社会 の 隅 々 まで 浸透 

その 中 で 、 
っ た の で ある 。 現 
り 、 そ の 意義 に つ v 
ト ギ ス 新 歳時記 』 


色 


古く 、 


発声 器官 は な く 、 想 像 上 の 季語 


せら れる 」 と の 記し て いる 3。 ま た 、 
非 人 の 桂 信 子 は 「 亀 は か すか な 声 は 出す と 言わ れん て いる が 、 
で ある 。 略 ) 春の 夕方 に 


可 か が か わからない 声 や 音 を 亀 の 声 と し た も の で 、 い か に も 俳 譜 的 な 趣 が あ 


E 誌 や イン ター ネッ ト を 通し て そう 
し で いく 。 
「 亀 鳴く 」 も 例外 で は な く 、 多 数 の 人 に 知ら れる よう に な 
代 に 編 ま れ た 「 歳 時 記 」 に は 必ず 「 亀 鳴く 」 の 項 が あ 
\ て 議論 する 評 

(1996 年 ) に 虚子 の 孫 、 


『 論 家 や 俳人 も 少な く な v 
本 伝統 俳句 協会 」 の 会 長 
を 務め る 稲畑 洒 子 は 、「 馬 鹿 げ た こと の よう で ある が 、 春 の 季 題 と し て は 


「 日 


『 新 編 ・ 俳 句 歳 時 記 』 


( 


‘っ た 作品 


‘\。 例え ば 、『 ホ 


亀 鳴く 」 と いう こと を 空想 する と き 、 一 種 浪漫 的 な 興 趣 を 覚え さ 


(2016 年 ) で 、 
声帯 な どの 


こ 聞 こえ て 来る 、 


る 」 と 述べ て いる ?。 更に 、「 俳 人 協会 ・ 俳 句 文学 館 」 の ウエ ブ ベ ー ジ 、 
「 春 の 俳句 セク ショ ン の 中 に 「 亀 鳴く 」 の 季語 を 活か し た 俳句 が 数 多 


く リ スト デップ され て いる 
この よう に 、 


文壇 の 境界 を 超え た 新しい 時 代 が 開幕 する の で ある 。 人 
に 触れ て それ に 魅了 され 、 こ の 挑戦 を 受け て 立つ の で あ 
| 洋子 も いる 。 


この 興味 深い 季語 
る 。 そ の 中 に 、 
婚約 は 再婚 


小説 家 の 小 ) 
同士 旬 鳴 け り ふ 


前 時 代 で は 稀 に し か み ら れ な か っ た 「 亀 鳴く 」 に 、 俳 壇 と 
E 人 以外 の 文学 


も 


1990 年 に 示 川 賞 を 受賞 し 、 女 性 の 視点 か ら 男 女 関係 を テー マ に し た 短編 
『 妊 娠 カレ ンダ ー』 や 、 ベ スト セラ ー に な っ た 小説 『 博 士 の 愛し た 数 式 』 


(2004 年 ) な ど で 有 名 に な っ た 小川 洋子 も 、 
世界 を 表現 し た の で ある 。 テ ー マ は 
1991 年 ) な ど と いっ た 小説 に も 上 顔出し て いる 。 
は 多く の 場合 に ネガ ティ ブ な 経験 で あ 


自分 の 内 面 
『 余 


2 に 


テー 


白 の 愛 』 ( 
洋子 の 文学 


世界 に お ける 「 結 婚 」 


「 全 白 


っ 


る 。 例 えば 
受け 、 


の 愛 』 の 二 


3 稲畑 洒 子 ( 編 ) 、 
? 桂 信子 、『 新 編 ・ 俳 句 歳 時 
% 「 俳 人 協会 ・ 俳 句 文学 館 」 


結婚 」 


「 亀 鳴く 」 を 活か し た 俳句 で 


で 、 小 川 洋子 の 
また 、 小川 


四 歳 の 「 わ た し 」 は 夫 の 裏切り で ショ ッ ク を 


『 ホ トト ギ ス 新蔵 時 記 』 、 三 省 堂 、 
記 』 、 雄 山 闘 、2016 年 ,p.204. 
の 公式 web サ イト 、<https://wwwrhaijinkyokaiJp/sys- 


tem/saijiki/index.php> を 参考 。 (12/20) 
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小川 洋子 の 句 は 雑誌 『 帆 船 』 
40 


(2003 有 


耳 が 聞こ えな く な る 。 こ うい っ た 経験 を 経た 後 、 
速記 者 と 親密 に な っ て いき 、 別 れ た 夫 の 揚 と 交流 を 持つ よう に な る 。 菅野 


FES 月 号 ) に 掲載 され て v 


1996 年 、 


「 わ た し 」 は 若い 


p. 188. 


\ る 。 


THE ILLUSORY VOICE OF TH 


昭 正 は 結婚 
て いる 」 と 指摘 し て いる る %。 


上 記 の 俳句 に は 軽い アイ ロニ ー が 漂う が 、 


こと 次 ぐ こ の 「 わ た し 」 の 


E SPRING: THE MOTIF OF ‘CRYING TURTLE' 


界 は 「 な に か 異常 な 静か さ に 包ま れ 


は 過去 に ネガ ティ ブ な 経 


験 が あり 、 そ れ を 一 種 の 通過 儀礼 と し て く ぐ り けた 骨 和 者 た ち で ある っ 


この 結婚 は 亀 の 鳴 き 声 に 彩 ら れ た も の で ある 。 苦い 体 
と っ て 、 こ の セカ ンド チャ ンス は 亀 が 鳴く よう な 、 
実 性 を 帯び が た も の だ っ た ろう 。 こ の 二 人 の 迎え る 結 
遍 の 賑やか な 結婚 式 と 違っ て (お そら ちく 、 


た ち を 言 祝 ぐ よ うな 通り 


この 場合 に 鳴く の は 鶴 で あろ う ) 、 
る 。 こ の 二 人 が 見 て いる 夢 は ! 


に 懲り て いる 彼 等 
NSHIU 
婚 式 は 、 初 婚 の 若者 


、 搾 え め な も の に な る と 思わ れ 
感情 的 な 結婚 生活 で は な く 、 む 


し ろ 漠 然 と し た 安定 感 に 第 一 目 的 が 置か れ た 男女 間 の 約束 事 の よっ うな 生活 


で ある と 思わ れる 。 


4. 小説 と 随筆 に 


ぶ 
ei 
0)) 
量 
と 一 
rr 
へ 


一 下 
本 E 


記 夫 『 中 世 


4.1 


3 


公 が な す が ま ま に お か れる の で 亀 は お 膝下 まで 来 て 双 六 の 盤 に 


ェ コ 


掴ま っ た 。 そ うし て それ に 


に 廷 り 、 す くぐっ と 立っ た 。 鍛 崩 ん だ 用 を 


の ば し 公 の お 顔 を 仰い で キキ 、 キ キ と も どか し 
寺 か ら 亀 の 澄ん だ 眼 が 忘れ られ な く お な り 


迫 現代 の 散文 に 「 更 く 亀 」 の モチ ー ン が 初め て 次 を 現す の は お そちら く 


近 
島 由 紀夫 の 短編 小説 『! 
に 
品 


『 中 世 』 に は 、 非 日 常 の 「 オ ルギア 」 
一 瞬 の 凝縮 に 根源 的 な エネ ルギー を 得 て 


志向 が 現れ て いる $*。 


主 な 登場 人 物 は 八代 将軍 足利 義政 、 若 死 に し た その 息子 、 足 利 義尚 、 禅 


く 鳴い た 。 公 は この 
(に な っ た 3。 


世 』 は 三島 が 二 十 五 歳 の 


執筆 し た 物 で 、『 半 1 
で ある 。 特 に 、『 中 世 
美 or art 
三島 自身 が 『 中 世 』 を 「 何 か に 選 


] 様 、 幻 想 的 な 空気 の 漂う 
正夫 が 「 古 典 に 取材 し 、 絢 粗 
<」 作品 だ と 指摘 し て いる 3 
書い た も の 」 と 自認 し た よう に 、 


指 り 続け る こと に よっ て 、 そ の 
育 定 し よう と する 比 岸 的 な 


| 
生 」 し 


員 還 本 
wm 症 ) 
汐 


「 中 世 」、 
26. 


師 の 霊 海 、 狂 楽 の 舞踊 家 の 菊 若 、 医 
ある 。 物語 の その 死に # 
彼 の 霊 を 呼び 戻 そ うと する 降 霊 


可 、 巫 女 の 綾 織 と 大 き な 亀 で 
馬 わ る 義政 の 悲嘆 や 、 


、 繰 り 返 し 言及 され る 「 冥 界 」 や 


「 変 容 する 文学 の な か で ・ 下 』、 
島 由 率 


t 呈 8 各 昌 


」 
[ 
= 
2 


本 幻想 作家 事 


台 却 温 8 昌 理 


で 


量 


激 、「 オ ルギア と し て の 戦 
』、9 与 、2019 年 、p.30. 


ヽ 年 、p. 46. 
、 第 1 巻 (小説 ) 、 新 潮 社 、 


、2009 年 、p. 657. 
由紀 夫 の 終末 休 験 」、『 本 語 ・ 
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「 幽 冥 」 等 に よっ て 、1 
色合い が 見 られ る 。 
世 』 で は 人 間 だ けが 死ん で いく の で は な く 、 も う 一 人 の 重要 


だ が 、『 


な 登場 人 物 が 死ん で し まう 。 そ れ は 、 大 亀 で ある 。 物語 の 後 ヨ 
は 不死 の 楽 の 調合 に 取り 掛か る が 、 そ の 最も 
し 、 そ の 脳髄 を 使っ て 薬 を 調 
勝二 は 、 た え ず 号泣 する 亀 の イ メー ジ 、 
「 濡 れ た 鈴 と 沈 鬱 な 動き に 充 た され て 陰 々 と 輝い て ゐ た 」 な どの 亀 の 描 


る 。 そ の た め 、 旬 を 殺 
の 骸 を 宮殿 の 池 に 沈め る 。 柴 | 


全体 に 死 の 雰 


井 


写 、 郭 阿 の 
の 亀 に 対す る 愛玩 は 、 
ナル シス ティ ッ ク な 構図 


思 民 から 、 亀 は 義政 の 分 身 で ある こと を ] 
反 の 境涯 に 蛇 消 する 営み で あり 、 そ こ に 
が 見 られ る 。 田坂 兄 は 「 亀 は 老 会 その 人 で も あっ 


気 が 漂 い 、 デ カ ダ ン ス 的 な 


上 で 、 郭 阿 


必要 な 材料 は 亀 の 肉 体 で あ 
する 。 そ の 後 、 亀 


また 義政 


た 」、 「 亀 を 殺す こと は 老 公 を 殺す こと に 等 し いで あろ う 」 と 指摘 する ? 


ー 


。 要する に 、 


E を も っ た 幻 獣 で ある : 不死 の 楽 の 材料 と し 


て は 「 命 」 の シン ボル で ある と 同時 に 、 残 酷 な 「 死 」 の イメ ー ジ で 、 冥 


叫び に 、 老 公 は 


出 


移る 星 、 


か く 夜 ひと り 眼 


「 死 」 と 並ん で 、 
で は 、 風 の 
笹村 の 鳴 


界 に 属す る 存在 で も ある 。 


亀 は 星 を みて 、 た え ず 号泣 し た 。 そ の 素朴 な 、 腸 を 六 
世 の 哀 散 を わす れ た 。 夜 を こめ て 
転 の 直り が 、 天 の 
々 は 一 ト 夜 に 百度 も 姿 を か へ た 。 
な 罪 障 感 と 
EE つた 。 


聞き 惚れ 、 こ の 
夜 す が ら め ぐ る 大 地 、 孤 空 の し づか な 妨 
邊 から た え ず きこ えて ゐ た 。 樹 
め て ゐる こと に は 、 な に か 美 
法 視 の か な し み と が あつ た 管 だ 。 老 公 は 吉 に 寝食 を 廃 する に ヨ 


世 』 の 根本 的 な 要素 と し て は 
「 路 く よ う な 水 音 
る 音 や 「 應 の わた る 身 」 な ど と いっ た 音 が 次 々 と 文中 に 現れ 


る 。 その 


計 


外人 の 65. 


で 、 亀 の 鳴き 声 は 最も 頻繁 に 響く も の 
トド の 全体 を 包み 込ん で し 


上 鳴 し な が ら そ の 波動 で 叙 巡 
い 虚 構 性 を も っ た この 鳴き 声 は 物語 の 幻想 的 な 究 
と も 言え る 。 星 を 見 て 号泣 3 


ほ 過 程 は か な り ] 


中 端 康 成 が 提 


書 朝 と 明 朝 
琴 の 文学 を 愛し て いた こと か ら 、 


* 柴田 勝 


「 終 末 へ の 対抗 - 


世 』 の 表象 」、 


神 』、 お うふ う 社 、 


FN 


、 風 溝 社 、1977 年 、p. 120. 


の 発想 に 


の 文献 も 含 3 


音 」 も ある 。 物語 の 
鳥 ら の 鳴 毅 」 


で あり 、 他 の 響き に 
‘いる 。 こ の よう に 、 強 
囲 気 の ライ トモ チー フ 
亀 は 正 に 義尚 の 死に 悲嘆 する 義政 の 姿 と 
重なっ て いる が 、 冥 界 か ら 来 た この 亀 は 、 義 政 を 亡くな っ た 義尚 の いる 
へ 導く 使者 な の で ある 。 

最後 に 、 三 島 が どう や っ て 「 亀 鳴く 」 
残る 。『 中 世 』 の 幸人 
れ を 194$ 年 の 1 月 に 書き 始め た が 、 現 在 の 
の で ある 。 ま た 、 そ の 素材 
き を 何 度 も 査読 し て くれ た 
日 本 の 歴史 文献 の 
三島 は 非常 に 曲 亭 馬 


っ た か と いう 疑問 が 
民 い も の で あっ た 。 三島 は お そら くそ 
多 に 至る まで に 1 年 間 以 上 か か っ た 
は 三島 だ けが 集め た も の で は な く 、 物 語 の 下 書 
其 し た も の も ある 。 そ の 中 に は 、 
E れ て いる 。 ま た 、 
「 俳 諸 歳 時 記 葉 草 』 


紀夫 - 魅 せら れる 精 


を 手 
時 代 に 「 亀 鳴く 」 の 季語 を 


THE ILLU 


で 、 そ れ に よっ て 刺激 を 受け 


こう いっ た 疑 


入れ た の で ある 。 


4. 


ある 内 田 百 開 が お り 、 そ れ を 活か し た 作品 
た い の は 随筆 (9s1 年 ) で ある 。 実 | 
場 す る の は 百 開 の 作品 が 初め て で 


秋 頑 随筆 』 (18s4 年 ) 、 


2 内 田 


「 亀 In 


く 」 


随筆 に 登場 する が 、 


発展 は 見 られ な い 38。 [ この 意 局 、 


よう な 少し 人 \ 


本 文学 


は 非常 


問 に 正 
モチ ー フ が 表現 する 虚構 性 に 


中 の 随筆 に お け 


『 亀 鳴く や 』 


る 「 


の モチ ー フ を 愛す る 近 現代 作家 の 
が 複数 ある が 、 
は 、 随 筆 に 「 亀 鳴 


小山 


SORY VO 


CE OF THE SPRI 


に 取っ て そこ で 見 た こと も 考え られ る 。 あるいは 
1H い た 虚子 や 鬼 城 の よう な 俳人 の 作品 を 読ん 
除 で き な い 。 


た 可能 性 も 排 


E に 答え られ る 根拠 は な い が 、 
代 よ り も 早く 


魅了 され 、 そ れ を 』 


亀 鳴く 」 


G: THE MOTIF OF "CRYI 


ーー ロリ 


島 は 「 亀 ! 


G TURTLE' 


、 明 治 時 代 と 大 正 


計 く 0 


\ 


は な い 。 その 前 【 


田 与 ? 


で で 


に 


は 


党 ") 
品 


に 短い 作 
置い た も の で あり 、 可 開 が 葛川 の 田 3 
死 を 知ら され た と きのこ と が 
外れ た 趣味 を 持っ て いた が 、 


は 為 家 の 
味 で は 、 百 
し じ め て 「 亀 鳴 


ロ 
nn で 


ー 
es 


表 に よる 『 松 屋 筆記 』 


夏 


こも 百 井 


相手 の そう いっ た 人 格 を 好 ん で いた よう で ある 。 百 開 ( 


無 二 の 親友 で あり 、 仕 ヨ 
弁 百 開 は 横須賀 の 海軍 機関 学校 の 教官 
女人 


| の お か げ で 、 
E 品 の 冥土 』 


説 に 取り 


激 石 の 門下 生 で 

ここ で 取り 上 げ 
島 く 」 が 登 
境 雨 が 書い た 『 


(1908 年 ) と いっ た 
歌 が 引用 され る だ け で それ 以上 の 
開 の 『 亀 鳴く や 』 は 近 現 代 文学 の 
島 く 」 を 題材 と し て 発 


謀 さ せ た 随 


に 百聞 と 草川 龍之介 と の 交遊 に 
高 の 家 を 訪れ た 思い 出 や 友達 の 
書か れ て いる 。 百聞 は 山高 帽子 を よく 被る 
弁 川 は それ が 気 に 


な ら ず 、 


こと っ て 、 彼 は 


生 関係 の こと で も 力 に な っ て くれ る 人 で あっ た 。 


1922 年 ) が 出版 され た 時 に 、 


は 絶賛 の 記事 を 記載 する 》。 


端的 に わか る よう な 文章 が ある が 、 


れる 。 


「 若 の 事 ( 


『 亀 鳴く や 』 に は 


以下 は その 


の 仕 
『 新 潮 』 に 
、 い くつ か 二 
最も 著しい も の だ と 思わ 


事 に 就き 、 処 
お いて 弁 川 
人 の 関係 が 


は 僕 が 一 番 よ く 知 っ て いる 。 僕 に は 解る の だ 」 と 云っ た 。 


「 奥 さん も お 母 様 も 本 当 の 君 の 事 は 解っ つて いな い 」 
それ か ら 又 別 の 時 に 


僕 だ け だ 


よ 」 と 云っ た る @ 


『 松 屋 筆記 』 は 181。5 有 


MI り 1846 有 


「 激 石 先生 の 門下 で は 、 鈴 


筆 録 で 、1908 年 に i こ 活 字 本 に され た 。 
GA eR こも 『 冥 土 』 に 
内 鳴く や 」、『 私 の 「 激 石 」 と 


E( 弘 化 3) こ ろ に 


関し た # 


「 龍 之 介 」』 、 


三重 吉 と 者 と 


か け て の 


色 准 の 記事 を 掲載 


ちく ま 文 庫 、 
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ここ か ら 、 百 聞 に と っ て 共 川 が 自殺 に 至っ た と いう 報告 を 受け た と き の 
ショ ッ ク が どれ ほど 激しい も の だ っ た か が 容易 に 推測 で きる で あろ 2 う 。 
彼 の 心 の 動揺 は 、『 亀 鳴く や 』 で 以下 の よう な 具体 的 な 言葉 に よっ て 
表現 され る 。 

草川 者 が 自殺 し た 夏 は 大 変 な 暑 さ で 、 そ れ が 何 日 も 続き 、 候 が 

で き な い 様 で あっ た 。 余 り 暑 い の で 死ん で し まっ た の だ と 考 へ 、 ま た 

それ で いい の だ と 思っ た 。 原因 や 理由 が いろ いろ あっ て も 、 そ れ は 

それ で 、 矢 っ 張り 非常 な 甘 さ で あっ た か ら 、 共 川 は 死ん で し まっ 

た 入 
百聞 は 下川 が が 自殺 し た こと を 信じ られ ず 、 そ の 残酷 な 事実 を 認め る こと が 
で き な い 。 頭 で 理解 し て いて も 、 や は り 彼 の 心 は その こと を 拒否 し て お り 、 
友達 が 自分 自身 の 不安 定 な 精神 状態 で は な く 、 外 部 の 原因 に よっ て 死ん だ と 
いう 解釈 の 方 が 承諾 し や すく 思え る の だ 。 
ここ で 、 も う 一 つの 百聞 の 作品 を 取り 上 げた いと 思う 。 これ は 1929 年 に 
『 中 央 公論 』 に 掲載 され た 短編 『 山 高 帽子 』 で 、 そ の 主 な 登場 人 物 は 「 
私 」 と 「 野 口 」 で ある 。 


私 は 野口 の 様子 が 普通 で な いと 思っ た 。 

さ う し て 非常 に 心配 に な っ た 。 

し か し 、 彼 が その 二 日 後に 自殺 する と は 思 は な か っ た 。 

麻 睡 朱 を 少し づつ 過量 に 飲ん で 、 そ の 最後 の 日 の 準備 を し て ゐ た の 
だ と は 思 は な か っ た 。 
その 知ら せ を 受け た 時 、 私 は いき な り 自 分 の 部 屋 に 遺 入 っ て 、 後 の 
宰 を 締め 切っ た 。 

「 野 口 は 自殺 し た 」 と 私 は は っ きり 考 へ よう と し た 。 

し か し それ は 私 に は で き な か っ た 。 

どう し て 自殺 し た の だ ら う と も 思 は な か っ た 。 

た だ 私 の 長い 悪夢 に 、 る ろ る しい 陰 の 加 は っ た 事 を 他人 
感じ た だ け だ っ た も 。 

『 山 高 帽子 』 と 『 亀 鳴く や 』 と は 二 十 年 間 以 上 隔 た っ て お り 、 そ れ 
ぞ れ 異な る ジャ ン ル の 作品 で ある が 、 こ れ を 合わ せ て 読め ば この 中 に 渡 
う 雰 囲 気 の 強い 類似 性 に 気さく だ ろう 。 『 山 高 帽子 』 の 主人 公 「 私 」 は 
百 開 自 身 で 、 脇 役人 物 の 「 野 口 」 の モデ ル に な っ た の は 共 川 で あろ う 。 
『 亀 鳴く や 』 から わか る よう に 、『 山 高 帽 子 』 の 人 物 と 同様 、 実 際 に 
百聞 と 草川 が 会 っ た の は 閑 川 の 自殺 の 二 日 前 で あり 、 自 殺 の こと を 知ら さ 
れる の は 電話 で ある 。 また 、 短 編 小 説 の 「 私 」 も 友達 の 「 野 口 」 の 自殺 を 
体験 し 、 彼 に と っ て これ は 文字 通り の 「 悪 夢 」 に 相当 する 。 お そら く 、 百 


の や うに 


TH 


4 同上 、p.239. 
ゃ 内 田 百 間 、「 山 高 帽子 」、『 日 本 幻想 文学 集成 ・8』 、 国 書 刊行 会 、2017 年 、 
pp. 281-282. 
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聞 の 頭 の 中 に その 
続け た の で ある ろう 。 

更に 、 
し て 加え る 。 


還 


復 さ れる 「 亀 ! 
「 非 現実 」 、 


島 く 」 


れる 。 先述 し た よう に 
本 験 で あり 、 こ こ 


まま うな 
し て いる と 考え 
を 強調 す 
名 
愛 の 師 


果 た 
設営 
感覚 


Cr 


語 


に 


百聞 は 前 出 


U 
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「 記 


電話 で の 知ら せ 」 が 刻み 込 


同じ 


で ある が 、 


、 百間 に 
の 「 亀 鳴く 」【 
られ る 。 また 、 


る た めで あろ 2 う 。 
の 主体 を な す の は 「 夢 」 と いう 語 貢 で あり 、 
激 石 を 結び つけ る キー ワー ド で ある 。 


夜 』 と 百間 の 『 冥 土 
いる が 、 実 は 


』 の 共通 が 


この 頃 内 田 E 
読ん だ 。 「 冥 土 」 


聞 の 


[冥土 』 
東京 伝 」 


「 昌 


慈 く 夢 を 


百 開 、 そ れ ぞ れ の 「 


この 三 人 を 結び つけ る 言葉 で あっ た か が わか る 。 ま た 、 


書い た の で ある 。 激 石 2 
仮 拓 し た 話 で は な い 。 


上 記 は 草川 が 『 新 潮 』 に 掲 


見 た 儀 に 


邊 喰 く や 』 の 文章 


行 に 


時 の 


点 下 相違 点 に つい て は 様々 な 詞 
最も 早く これ に つい て 書い た の 
( 新 小 説 新年 与 所 載 ) と 云う 小品 を 
「 花 火 」 
E 生 の 
書い た 夢 の 話 で ある 。 


載 し た 記事 の 一 部 で 、 そ の 


夢 」 を 巡っ た 作風 に 注 


松尾 苗 葉 の 有名 な 発 
いる と 思わ れる 。 『 
いて 長く 議論 し て お 
川 に も 愛さ れ 、 彼 が 
人 に し て いる 
し て いる か の よう だ 
歌 の 中 で 、 こ の 
表す 「 光 し い 」 に 

名目 に は 、「 土 
た 短編 小説 a 
は 、 百 開 の 作品 ( 


ぉ 前 掲 内 田 百 開 、 
4 上 『 星 』 は ! 


百 開 の 俳句 に 


「 池 」 
変 


「 亀 鳴 
よじ め て 1971 年 ( 


HE MOTIF OF "CRYING TURTLE' 


まれ 、 悪 夢 の 形 で 彼 を 責め 


に 次 いで 、 二 句 の 俳句 を 創作 


鳥 く や 夢 は 光 し き 池 の 緑 。 亀 鳴く や 土手 に 赤松 暮れ 残り ゞ 。 


これ は 確か に 二 つ の 俳句 だ が 、 
多 は 一 つの 挽歌 と な っ て いる と いえ よう 。 こ こ で 、 ま ず 
それ は この 場 
また は 幻想 的 な 空間 を 作り 出す た め の キ ー ワ ー ド だ と 思わ 
Eb A 


置か れ て お り 、 そ の 合わ せ た 
に つく の は 反 
合 、 単 な る 李 語 で は な く 、 


夢 」 の 
夢幻 の 世界 の 幕 を 開け る 機能 
現実 か ら 離 れ た 距離 の 


に 


これ ! 
例え ば 、 


百聞 と その 最 
激 石 の 『 夢 十 
『 論 家 が 論じ て 
は 草川 な の で ある 。 


「 件 」「 土 手 」 
『 夢 十 夜 』 の よう に 、 夢 に 
傍 線 筆者 ) 


で 正 に 激 石 と 


「 猛 」 等 、 


ーー ロー 


し て いる 。 「 夢 」 が どれ ほど 


その 次 に くる ! 池 」 は 


「 古 池上 
百 鬼 園 俳 句 帳 』 
り 、 彼 が 非常 
執筆 し た 富 話 


句 、 


= 
(8 


『 星 』 


お ける 


。 親友 と か つて 


E 飛 び 込 む 水 の 音 」 の 「 池 」 を 引 
(1959 年 
愛し た 名 で あっ た 。 ま た 、 


も 


「 池 」 ほ に は 
よ 有 し た 次 元 が 潰え た 今 


1』 し て 
に お いて 、 百 開 は これ に つ 
同じ 句 は 共 
に 棲む 幅 た ち を 主人 
N . っ た 記憶 が 反映 
、 そ れ へ の 失 


) 


「 吉 い 池 」 


= 


を 修飾 する 


を 始め 、 
お ける 土手 


全く や 」、 
こ 筑 摩 


唱 "3 
釣ら 


259. 
房 に 


月 容 詞 ! は 元 の 「 
えら れ た と 考え られ る 。 

手 」 の イメ ー RM これ は 
百 開 の 作品 
手 は 「 他 界 へ の 入り 


mi( 


古い 」 か ら 百 開 の 感情 を 


『 冥 土 』 に 含ま れ 
こ 頻 出す る も の で ある 。 大 谷 哲 
口 」 と 主人 公 の 「 自 己 同 


よっ て 出版 され た 。 
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性 


自 


明 性 を 揺るが す 場 を 34 


た 、 上 記 の 俳句 で は 、 


いる 。 赤松 ( 


われ る *。 


し 始め た 」 や 、 
照 ら す 信号 の 赤 と 


こ 愛 し て 
短編 小説 


は 黒松 と と も に 
昔 か ら 建 築 の 梁 や 棟 木 に 
向 を 好み 、 
も の と し て 
百 開 の 俳句 
お り 、 そ の 輪 届 
百 開 が 非常 ( 


日 陰 で は 


で は 、 日 
が 土手 
いた 
『 件 』 
『 東 京 
青 の ! 


「 土 手 」 


に 


昭 BB 


日 本 文化 や 
H い られ た 
育ち が 悪 く 、 
古来 尊 ば れ て き て いる 
が 沈ん だ あと 、 赤 松 は し ば らく 残る 明る さ を 浴 び て 
際立つ 。 こ れ は 象徴 的 な イメ ー ジ で ある と 同時 に 

色彩 に 彩 ら れ た 幻想 的 な スケ ッ チ の 一 つ だ と 思 思 
の 「 夕 暮れ が 近づき 、 月 が 黄色 に ぼんやり 照ら 
日 記 』 の 「 邊 の 胴体 より も っ と 大 き な 角 
月 な ど が その 最も 著しい 例 だ が 、 


EE 成す る も の で ある 」 と 指摘 

は 「 赤 松 」 の イメ ー ジ に 関 
歴史 と 深い 関わ むり を 持っ た 樹木 で 、 
優れ た 構造 材 で ある 。 そ れ に 
常緑 の 礁 木 で 】 


し て いる $。 ま 
連 づ けら れ て 


日 
長寿 や 節操 を 表わす 


」 の 体 を 
この 俳句 も その 


趣向 に よっ て 創作 され た と 考え られ る 。 ぼ ん や り し た 暮れ 残り の 薄 赤 く 染 
まっ た 空 
土手 」 と 
取り 残さ れ た 赤松 は 


れる と いう 、 
「 亀 鳴く 」! 
イメ ー ジ を 非常 
島 き て 亭主 は 酒 に 


一 旬 


含 


と 、 そ れ に 照 


「 亀 Im 


亀 鳴く 」 


ヵ 


シィ 


亀 ! 
亀 ! 


赤坂 や 雲 低く 行 ( 


島 き て 貴 君 


は 百 開 


ナ ば 


嶋 け る 


と 二 旬 


まれ て いる 
継い で その 主人 !【 
os と ! 

に 好み 、 主 ( 
だ わり が あっ た こと が 分 
と と の えて 御 』 
手順 で ある と 思っ て いた らし い 。 ま た 、 飲 汐 


大 谷 哲 、 
学 人 文 論 


は 酒 
。 百 開 の 生 家 は 造り 遂 


を テー マ に 


> 
[i 


ー 
k= 


天 


こ な り ョ 


護 を 賑やか !( 


な る つも り で いた が 、 
に し だ | 才 


ら さ れ た 赤松 の 薄い 褐色 
醸し 出す 幻想 的 な 画面 を 彩っ て いる 。# 
、 百 開 の 孤独 を 象徴 する が 、 
自分 ) も 含め た 人 の 命 の 修 さ も 暗 示し て いる 。 
の 他 の 俳句 に も 頻繁 に 

こ 愛 し て いた こと が わか る 。 


ども り け り ? 


色 


は 酒 に 吹 る な り 


し て いて 、 随 筆 『 御 馳走 帖 』 


軸 場 で あり 、 
「 泡 洒 一 
百 開 は 師 


理 や 飲み 物 を テー マ に 


* か る 。 


百聞 は 美食 家 


し た 『 御 


に する の が 好き で 、 


還 す 


に 現れ る こと か ら 、 


区 の 汰 石 と 違っ て お 酒 
馳走 帖 』 から 彼 に は 強い こ 
で は な い が 、 
それ も お 泥 


と いう 色彩 的 な 要素 が 、「 
休ま る 夕 開 に 
それ も や が て 痢 に 閉ざさ 


百聞 が この 


(1979 年 ) に 
彼 は 小さ い 頃 に 親 の 後 を 
朝 お 店 は つぶ れ 、 私 は 文 
を 非常 


お いし い 酒 者 を 
を 美味 し く 飲む 


有名 な 


る と に よっ て 彼 の 


「 内 


論評 』、75 号 、 


百聞 の 


文学 に 


月 
的 幻想 
を 参考 


の 特質 


o 


岡 


1 田 百 開 、 
「 現 代 俳句 デー 
を 参考 。 
将 男 、 


『 倫 


以下 も 同様 。 


馳走 帖 』、 
タベース 」 


自 開 『 冥 土 』 と 夏目 
pp. 11 
お ける 幻想 的 な スケ ッ チ に つい て 、 別 


2005 年 、 


8-140 を 参照 。 


激 石 『 夢 十 夜 』 の 構造 」、 


松 学舎 大 


[a 
「 解 説 ・ 内 田 百 開 


クレ = 
伝 夫 、 


『 上 日 本 幻想 文 3 


成 ・8』 、 


了 


( 1220) 


中 央 公論 新入 
、 <http://wwwhaiku-datajp/indexphp> (「 内 


『 岡 山 の 内 


間 』 、 


ラル 


刊行 会 、2017 年 、pp. 379-386 


本 文教 出版 株 式 


上 、2009 年 、 


p. 401. 


百聞 」 の 項 ) 


会 社 、2004 年 、p.99 を 参照 。 


気 む ず か し さ 
噛む と き 
を 炒 め 
は 何より の 
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「 パ リッ と 
き の 「 シ 
馳走 た 


も 
の 
る 疾 


> だ 


ヽ ュー = 


飲み な が ら 喉 を 鳴ら し て 、 そ の 


に 


和らぐ の で あっ た 。 百聞 に と っ て は 、 
KS 
ャ アシ ャ ア と し 


し た 


音 」 


示 . だ 、 


どっ つた 。 


も 楽し む な 人 間 だ っ た と いえ よ 2 う 。 


酒 に 


し 


彼 の 目 


九 


次 々 と 並べ 立て て いる 
同 
感覚 が 


2CN 


\ 
関連 づけ て ある こと か ら 、 そ こ に 
た と 思わ れる 。 


上 記 の 俳句 に お いて も 、 
ども る 亭 
ヽ で 舌 が 回 


酒 ( 


主 グ 貴 君 の 声 で ある 。 前 者 は 幻 衝 
ら な く な っ た 百 開 自 身 、 ま た その 客人 の 声 で あろ う 。 人 間 が 


る 訳 の 解ら な い 言 葉 に 亀 の 幻 の 


こ 伴 っ た 音 が 二 


の 音 を 耳 に する の も 好 
百聞 の 飲食 生活 に 伴う も の で あり 、 彼 は 酒 須 を 味覚 だ け で な く 和 聴覚 で 


つ あ り 、 そ れ は 亀 の 鳴き 声 と 


時 に 、 


春の イメ ー ジ を 作品 


鈍く な る と いう 場面 は 


フロ 


度 も 経験 し た と 思わ れる の で 、 
根差し た 作品 で あろ う が 、 
アイ ロニ ー が 際立っ て いる 。 


これ に 対し て 、 三 句 目 の 主 


に 赤坂 の 景色 


| まれ 
ん な 1 


青 緒 を 呼び 起こ すか 不明 


この 俳句 の 赤坂 


主体 の 言葉 が 


本 は 東京 、 


色 


El 


た よう だ 。 雲 が 垂れ 込め た 灰色 の 空 の 赤坂 
上 記 の 俳句 で は 
的 な 雰 
は 、 巨 大 な 触 が 出現 する 三宅 坂 や 、 散 歩 


だ が 、 
に ある 種 の 幻想 


に いき な り 


た 場所 で は な い 。 


4 


むし ろ 、 


に 導入 する 。 また 、 
、 酒 を 非常 に 好 ん で いた 百聞 が 実際 
この 意味 で 上 の 二 


旨 的 な 声 で 、 


後者 は 酒 の せ 


島 き 声 が 反響 する と 


赤坂 の 景観 で ある 。 
時 代 の 百聞 は 麹町 に 住ん で お り 、 よ く 三 宅 坂 や 赤坂 の 近辺 を 歩い て いた 。 
は 何 度 も 写っ た は ず で 、 そ の イ 


酒 を 飲み 過ぎ て 言 


重 
に 何 


名 は 作者 の 実生 活 に 
の 鳴き 声 に 只 え られ る と いう 


『 東 京 日 記 』 の 


メー ジ は 彼 の 頭 に 


は 具体 的 に 彼 に と っ て 


黒雲 が 集まっ て 雷 が 鳴り 出し た 東京 駅 前 
百聞 に と っ て 、 そ れ は ある 条件 が 整 


それ が 「 亀 鳴く 」【 


ー 
t= 


囲 気 を 感じ 取っ て い 


満ち 
終っ た 時 に 


ほど の 不安 ご 


「 亀 鳴く 」 よ うな 奇跡 も 起こ り 得る 場所 だ っ だ の で は な いか と 思わ れる 。 
.3 川上 弘美 の 「 亀 が 鳴く 」 

ユキ オ が 水槽 を 覗き こん だ 。 私 と 肩 を 並べ て 覗き こん だ 。 

二 人 で 水族 館 の 珍し い 魚 を 眺め る よう に 、 仲 よさ げに 

水槽 を 覗い た 。 亀 が きゅう と 鳴い た 。 

「 鳴 いて いる 」 と 言う と 、 ユ キオ は 

「 え 」 と 聞き 返し た 。 

「 亀 が 鳴い て いる 」 

「 聞 こえ な か っ た 」 

呑 編集 敵 し る 』】 が 出版 され た の の は 1999 年 だ が 、 川 上 弘美 は その 3 年 前 に 
すでに 小説 『 蛇 を 踏む 』 で 草川 缶 を 受賞 し 、 注 目 を 浴び て いる 。『 湧 レ 


平山 三郎 「 解 説 」、 
考 


o 


『 御 馳走 帖 』、 


中 央 公論 新 社 、2009 年 、pp. 


386-403 を 参 
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る 』 は 
物語 で 


た 小説 


き 五 
ロロ 


通 
の と し 、 


人 
ある 。 文 学 


と し て 書か れ て きた 」 


言動 で 読者 


曖昧 な 挙動 ・ 


八 話 


ゆく 様 を 描く 『 湖 し る 』 や 、 
『 七 面 , 


作 品 
の 恋 
語 は 
「 私 」 
この 期 


トス の 高 


この 
条件 が 


\ る に 対し て 、/ 


程度 の 
うな 惨 
tak 
引用 
ユキ オ 
"te 
幻想 的 
こと か 
な し ‘か 
し て 動 
一 体 化 
踏む 』 


の 昔話 【 


生 


E 活 を 
男性 と 
て 次 
覆 さ れ 


障 
別れ を 
と いる 


「 私 」 
害 を 


(の ! 


に は 、 ご マキ と モウ リ の ま 


話 の 短編 集 に よっ て 構成 され て お り 、 全 て 男女 の 情 
洋 論 家 の 大 塚 英 志 が 「 川 上 応 美 の 小 
根本 的 な 不成立 を 否応 な く 生 き な く て は な ら な いと し 
と 指摘 する 通り 『、 
通し て 川上 弘美 は 人 の 生き 様 、 恋愛 な ど を 不安 定か つ 、 不 確定 な も 
こ 提 示し よう と し て 


E 従 関係 が 


書 待 


島 が 』 など が ある が 、 

で ある 。 主 な 登 } 
人 「 ユ キオ 」 と 
非常 に シン プル で 
は ユキ オ に 別れ を 宣告 され 、 
間 水槽 の 中 の 亀 
響く 。 


ー 

= 
現 

TF 


ー 
に = 


ー 


同 i 
短編 小説 


生 的 
こ で 
5 
「 私 」 
で ある 。 


物 は 


1 


に も 鳴く 魚 が 登場 する が 、 


いく つか 異な る 。 まず 、『! 


[ 
上 


| 上 弘美 の 亀 は 水槽 
大 き さ で ある 。 また 、 
芸 現象 も 起 


『 中 世 』 


の 


『 の 経験 
取り 上 げた い の は 『 亀 が n 
主人 公 の 6 
の 飼っ て いる 亀 で 、 
3 年 
: が アパ ー ト を 出 て いく の を 見 送る 。 
は 時 々 鳴い て 、 そ の 鳴き 声 は 物語 の 最も パ 


次 を 描い た 
説 は 、 通 過 儀 礼 の 
`\ う 事態 に 処方 され 
『 湧 レ る 』 に 含ま れ た 物 


いる と 思わ れる 。 

K 避 行 の 経過 と と も に 変わ っ て 
を 持つ 二 人 を 主人 公 に し た 
島 く 』 と いう 
「 私 」 女 
_ 物 


間 の 同棲 の 末 に 


』 の 亀 
に 入れ られ て お 
は 幽 界 と の 結び つき が 強く 、 
選 こ る 。 こ れ に 対し て 『 亀 が ! 


a 


先述 し た 三島 の 『 
が 大 きく て 、 


世 』 と は 
陸上 で 生活 し て 
、 人 間 の 掌 に 入る 
生 依 の よ 
島 く 』 で は 特に 不思議 な 現象 


ず 、 物 語 に お ける 虚構 性 


て 亀 の ! 


er ) か る よう に 、 


その ! 


島 き 声 は 


こ は 聞 こえ て いな いよ う で ある 。 


こ 「 私 」 が 飼う こと 
な 飼 
ら す る ど 、 


物 の 形 を 
ビビ で 
に も 見 られ る トポス で ある 。 


取っ た も の で は な v 


は 精 # 


か と 】 


こも よく 現れ る 「 凌 類 の 女性 
お くる こと に な る 。 昔話 の 
結婚 する が 、 後 者 に 


て 、 ユ キオ が 亀 女 の 


は どん な こと で も 全 
患っ て いる 。 身 の 
宣告 され る が 、 
と 」 と いう 台詞 が 


a 


" 大 塚 英志 
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ルム ヽ 


『 サ ブ カ ル チャ ー 文 学 論 


E」 が 主 


> か 


「 私 」 か ら 離 れ て いく こと 
う で き な い 女性 で 、 お そら 
り の すべ て が さだ か で は な い 
その 時 に 彼 に 向け て 言う 
象 的 で ある 。 こ れ は 「 私 」 は 自分 


島 き 声 に 集 


島 き 声 が 「 私 」 
申 的 な 面 で 一 体 化 し て いる の で は 
亀 は 「 私 」 の 内 面 世 
加わ れる 。 人間 の 女 : 
‘る こと は 川上 弘美 の 文学 に お いて 珍し く な いこ と で 、 
この 小説 で は 、 あ る 蛇 女 、 
人 公 の 「 私 」 と 女 1 
「 異 類 召 婚 」 だ と 
前 者 の 正体 が 分 
E れ て いく と いう パタ ー ン は 一 般 的 で ある 。 


、 朝 日 文庫 、 


し て いる 。 上 記 の 
聞こ える も の の 、 


ー 
tk 


「 私 」( 


に な っ た 亀 は 物理 的 な 存在 で ある と 同時 に 、 
* 場 人 物 に も 見 える 。 そ の 亀 の ! 
この 動物 と 主人 公 
と いう 疑問 が 生じ る 。 つ まり 、 


に し か 聞こ えな い 


が 外部 に 

作 と 則 虫 類 が 
『 蛇 を 
つま り 日 本 
性 同士 の 結婚 
、 旭 類 の 女性 が 人 間 の 
る と 異 類 の 女性 は 男性 と 別れ 
0 の 場合 、 こ れ が 
に な っ て いる 。 

く 精神 的 な 不安 
「 私 」 は ユキ オ に 
\ っ ちゃ う よ 、 私 
の 不安 定 な 精 


「 沈 ん で 


2007 年 、p.334. 


THE ILLUSORY VOICE OF THE SPRING: THE MOTIF OF “CRYI 


ネ 
む 危 険 性 が ある と いう 意味 で あろ うか 。 
潜ん で いる の だ ろう か 。 

菅野 昭 正 が 指摘 し て いる よう !【 


状態 を 意識 し て いて 、 そ れ 以 上 一 緒 に いる と ユキ オ も 同 


それ と も 、 


さら り と 読み や すい 短編 小説 に こ な っ て いる の だ が 、 


る の か 。 読後 に 残る 手応え が 、 


も う ひ と つ 明 瞭 で な い 」?。 


GTURTLE' 


じ 精 神 障害 を 病 


また 別 の 意義 が そこ に 


、 川 上 弘美 の 小説 は 「 表 向き は な る ほど 


その 向こう に 何 が あ 
この 雰囲気 を 


作り 出す の に 最も 有効 な 要素 は 、 川上 弘美 の 文体 で あろ う 。 これ に つい て 


a 「 川 上 弘美 の 小説 に は 、 物 語 


店 り 手 」 
0 
語り 」 の 文体 で ある 」 と 述べ て いる 5。 
主人 公 の 思 し 
場合 も そう 


交 ロ 


世界 の 法則 だ 


ニー ニナ レー ター が いな い 。 


: け に 応え る も の で ある 。 


要する に 


い に 沿 っ て 展開 し 、 そ れ に 委ね られ て いる 。 
で あり 、 物 語 は 「 私 」 の 思考 に よっ て 


ボル ヘス と 内 田 百聞 を は じ め 幻 想 文 学 を 愛す る 川上 紋 美 


幻想 ・ 不 条 理 系 の 作品 が 多い 。 彼女 E 


身 も 自分 の 文学 が 個人 的 な 規則 に 


じ て 発 
っ て いる 。 例 えば 、 
いう わけ で は な い 、。 
た だ し 規則 は 必ず し も 
て も よい 。 


筐 し て いく 小説 で あ 
『 百 鬼 


味 


いっ た ん 決め た も の は 、 守 る 。 


る と 認め て お り 、 そ れ が 百 開 と の 
随筆 』 の 「 解 説 」 で 、 
分 で 規則 を 作る 。 そ れ に は 必ず 従わ ね ば な ら な い 。 
世間 の 常識 と は 一 致し な く と も よい 。 整合 性 
百聞 の 文章 が 、 


は 違っ て 登場 人 物 と は 異な 
視点 人 物 と いう か 、 
「 男 と 女 」 の 女 の 方 で ある 。 女 の 一 人 語り 、 あ る い は [問わ ず 
こ 、 ナ レー ショ ン は 女 : 


「 も の を 思 


生 
『 亀 が 鳴く 』 の 


用 成 され 、 彼 女 の 内 碧 


に は 、 も と も と 
こ 応 
ょ 通 点 だ と 言 
識 的 と 


| 上 約 美 は 「 常 


E も な く 
非 現実 的 で あり 


な が ら 決 し て 不協和音 を 聞く よう な 不愉快 さき を も た ら さ な い の は 、 お そら 


く 百 開 世 界 の 規則 が 、 


その 世界 


で は 正しく 守ら れ て いる か ら で は な 


と 、 つ ね づ ね 私 は 思っ て いる 」 と 述べ て いる 所 


ほか に 、 有 川上 弘美 は 百聞 の 熱心 な 読 


と 強い 類似 性 を も っ た 作風 で ある 。 ま た 、 
よ 、 俳 句 を 作る と いう 。 だ か ら 、 
面影 取り が ある よう に 思わ れる 」$。 


川上 弘美 ( 
と いう か 、 
開 の 俳句 に 疾 
活か し て みよ 2 う 
執筆 し 、 虚 構 性 
一 致 さ せ た と 思 


H す る 「 亀 鳴く 」 に 出 
と 思い つ v 


会 い 、 


われ る 。 


5. 結び 


上 時 代 に 
現代 人 ま まで 届 


前 掲 督 野 昭 正 、 


= 


『 変 容 ] 


本 J 京 一 - 、 
要 』、15 巻 、2 号 、2003 年 、 
中 上 弘美 、「 解 説 」、『E 
前 掲 島内 景 二 


pp. 425-426. 
随筆 』、 


する 文学 の な か で ・ 
「 現 代 文学 の 輪郭 ・ 川 上 弘美 の 『 湧 レヒ る 』」、 


新潮 文庫 、 
「 現 代 文学 の 輪郭 ・ 川上 弘美 


で あり 、 


彼 の 作る 幻想 的 な 
島内 景 二 が 指摘 する よう に 

小説 の 随所 に 俳句 の 直接 の 紀 
お そら く 、 


ヽ か か 


雰囲気 


+ 百 


川上 弘美 は 


これ に 惹か れ て 自分 の 作品 に 


\ た の で あろ う 。 こ れ を 基 !( 
に 溢れ た 亀 の 鳴き 声 を 主人 公 の 「 私 」 の 「 心 の 鳴き 声 」 と 


le 


こ 短編 『 亀 が 鳴く 』 0 


に 生ま れ た 「 亀 鳴く 」 の モチ ー フ は 様々 な ジャ ン ル を 通し て 
\ た 。 中 世 の 歌 で は 春の イメ ー ジ と し て 出発 し 、 江 


戸 時 代 に 


p. 379. 


『 電 気 通信 大 学 紀 


2002 年 、pp. 356-357. 
選 の 『 滋 レ る 』 」、 


p. 422. 
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俳句 の 季語 と し て 扱わ れ 、 現 代 で は 随筆 や 小説 の 題材 と な る と いう 経路 を 
歩ん で きた 。 今日 に 至る まで 多数 の 文学 者 の 着想 を 促し 、 
柔軟 に 様々 な 形 に 変容 され て いる 。 ま た 彼ら は 、 そ の 声 の 
な い 動 物 の 声 を 、 自 分 の 声 に さま ざま な メッ セー ジ の 媒体 と し て 
利用 し て きた 。 日 本 の 韻文 世界 に お いて 、 声帯 を 持た な い 
動物 で 鳴く の は 亀 だ け で は な い 。 例え ば 、 鳴 く 還 上映 な ども ある 。 
し か し 、 美 的 嗜好 や 、 そ れ ぞ れ の 動物 の 持つ 象徴 性 な ど に より 、 
亀 の 方 が 文学 者 た ち に 愛さ れ 、 御 遇 より 頻出 する の で ある 。 

さら に 、 「 亀 鳴く 」 を キー ワー ド に し て 、 そ れ に アプ ロー チ し た 文学 
た ち を 比較 対 務 す る こと に よっ て 、 そ れ ぞ れ の 個性 や 文学 に 対す る 姿勢 が 
端的 に 見 えて 来る 。 小 林 一 茶 は 慣行 に 囚われ な い 俳 人 で 、 お そら く た ま た ま 
見 つけ た この 見 慣れ な い 季 語 を 、 早 速 取 り 入 れ て みた く な っ た の で あろ う 。 
そこ に は 弱者 で ある 小動物 へ の 彼 の 嗜好 も 作用 し て いる よう に 思わ れる 。 
さら に 、 そ れ を 一 捨 り し て 、「 亀 」 を 「 す っ ぽん 」 に 変え て 新しい 視点 を 
提出 し て いる 。 
高浜 虚子 や 村上 上 鬼 城 な ど と いっ た 近代 の 俳人 も 「 亀 鳴く 」 の 挑戦 を 受け 、 
俳句 に 活か し て いる 。 前 者 は それ を 若い 頃 に 持っ て いた 「 反 写生 」 の 
形象 と し 、 後 者 は この 季語 を 非常 に 愛し 観念 的 な 句 と 自然 詠 の 双方 に 取 
り 入れ て いる 。 

こう いっ た 近代 の 成果 を 基盤 に 、 現 代 の 俳人 は ます ます (6 と いう 
MR こ 惹 か れ 、 これ を 用 いた 句 の 創作 1 こ 挑 むように な る 。 鈴木 真 
砂 女 は それ に よっ て 人 生 の 悲哀 や 苦渋 を 客体 化し 、 田 中 裕明 は 日 本 の 政界 
に 対す る 批判 を 表現 する た め の 手 段 と し て 使用 し た 。 プ ロ の 俳人 で は な い 
小川 洋子 も 、「 亀 鳴く 」 を 通し て 散文 作品 で 度々 追求 し て いる 男女 関係 に 
対す る ビジ ョ ン を 新しい 形 で 表現 し て みせ た 。 

さら に 、 近 現代 で は 「 鳴 く 亀 」 は 小説 や 随筆 に も 取り 入れ られ 、 そ こ で 
新しい 表現 の きっ か け と も な っ た の で ある 。 三島 由紀 夫 は それ を 中 世 の 
比較 と し て 導入 し 、 衣 依 な ど と いっ た 怪異 現象 と 併せ て この モチ ー フ な 
ら で は の 虚構 性 を 巧み に 活か し た 。 内田 百間 は 親友 の 草川 龍之介 の 自殺 
を 巡っ た 随筆 に 取り 入れ て 、 創 作 し た 挽歌 で 自分 の 悲し さ を 亀 の 鳴き 声 
に 託し て 表現 する 一 方 、 そ の 幻想 性 や どこ か 惚け た 持ち 味 な ど 、 多 面 的 
な 可能 性 を 縦横 自在 に 引き 出し て いる 。 最 後に 、 川 上 弘美 は 百 開 の 作風 
を 想起 させ る 短編 小説 の 中 で 、「 鳴 く 亀 」 の イメ ー ジ を 通し て 女性 の 特 
異な 精神 状態 を 描写 し た 。 
ここ で 取り 上 げた の は ご く 一 部 で し か な い が 、 こ うい っ た 作品 群 が 今後 の 
作家 を 刺激 し て 、「 亀 鳴く 」 に 挑 ま せる こと は ある だ ろう か 。 そ の 場合 、 
どん な 新しい 形 で 、 ど ん な 新しい こと を 表現 する た め に これ を 用 いて 
いく の だ ろう か 。 こ うい っ た 疑問 に 今 、 答 える こと は で き な い が 、 筆 者 は 
「 亀 鳴く 」 に 潜在 する 可能 性 は まだ 多い の で は な いか と 考え て いる 。 
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